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新生上田市では平成18年度から、部局ごとに
重点的に取り組むべき目標（課題）を洗い出し、
効率的な施策の推進を行うため「目標管理制度」を創設し、
目標達成のために取り組んできました。
平成18年度に引き続き市では、
目標の明確化・効率的な施策推進のため、
市長と部局長との「契約」である各部局の重点目標を定め、
市民の皆さんにもこの内容を公開し、
責任を持って施策の推進を行います。
昨年度の各部局の目標の達成状況と
今年度に取り組む重点目標をお知らせします。
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政
策
企
画
局

　

上
田
新
時
代
の
幕
開
け
と
な
っ
た
昨
年

は
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
総

合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
様
々
な
形
で
参
画
い
た
だ
き
、
基
本
構
想

の
素
案
や
基
本
計
画
の
骨
子
案
の
と
り
ま
と

め
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
個
性
や
ま
と
ま
り
を
大
切

に
市
全
体
の
発
展
を
目
指
す「
地
域
内
分
権
」

推
進
に
向
け
た
地
域
協
議
会
の
設
置
や
、
Ｊ

Ｔ
上
田
工
場
跡
地
に
お
け
る
公
共
利
用
の
方

向
性
の
決
定
、
教
育
行
政
有
識
者
会
議
設
置

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

総
務
部

　
「
明
る
く
元
気
な
市
役
所
づ
く
り
」推
進
の

た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
た
条
例
や

計
画
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
指
針
と
し
て
、

第
一
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
男
女

共
同
参
画
推
進
の
理
念
を
定
め
た
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

今
後
の
情
報
化
を
進
め
る
た
め
の
計
画
と
し

て
、
情
報
化
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
新
市
発
足
記
念
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
広
報
・
広
聴
の
充
実
を
図

り
元
気
な
職
員
の
育
成
を
し
な
が
ら
、
市

民
・
職
員
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

〈
18
年
度
取
り
組
み
の
結
果
〉

財
政
部

　

財
政
部
で
は
、
全
職
員
が
重
点
目
標
を
共

有
し
て
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
歳
入
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、

市
税
な
ど
の
徴
収
率
向
上
の
た
め
収
納
推
進

本
部
を
設
置
し
全
庁
的
収
納
対
策
を
進
め
、

遊
休
財
産
の
利
活
用
、
処
分
な
ど
、
自
主
財

源
の
確
保
を
積
極
的
に
進
め
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
全
事
業
の
見

直
し
や
新
規
事
業
を
中
心
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
十
分
配
慮
し
ま
し
た
。
ほ
ぼ
、
財
政
部
の

重
点
目
標
は
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

市
民
生
活
部

　

か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
未
来
に
引
き
継

ぐ
た
め
、「
上
田
市
環
境
基
本
条
例
」を
制
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
み
減
量
化
と
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
や
太
陽
熱

高
度
利
用
に
対
す
る
補
助
と
普
及
に
努
め
ま

し
た
。

　

増
加
す
る
外
国
籍
市
民
の
支
援
強
化
を
図

る
た
め
、
生
活
実
態
調
査
を
行
い
、
推
進
指

針
の
策
定
を
進
め
ま
し
た
。

健
康
福
祉
部

　

健
康
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
を
利
用
し
た
健
康
教

室
や
こ
と
ば
の
相
談
事
業
の
実
施
な
ど
、
各

種
健
康
づ
く
り
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
方
が
生
活
機
能
を
低
下
さ
せ
な

い
よ
う
、
効
果
的
な
介
護
予
防
事
業
の
実
施

や
普
及
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
策
定

委
員
会
を
組
織
し
、
障
害
福
祉
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

夜
間
の
看
護
体
制
整
備
を
図
る
た
め
、
産

院
の
助
産
師
を
増
員
し
ま
し
た
。

　

公
立
保
育
園
の
効
率
的
な
運
営
、
適
正
配

置
な
ど
を
図
る
た
め
の
研
究
と
民
間
保
育
所

２
園
の
施
設
整
備
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

商
工
観
光
部

　

新
生
上
田
市
の
船
出
と
と
も
に
始
ま
っ
た

平
成
18
年
度
は
、
産
業
振
興
・
観
光
振
興
を

担
う
商
工
観
光
部
に
お
い
て
新
た
な
体
制
の

土
台
作
り
の
１
年
で
し
た
。
こ
の
間
、
新
生

上
田
市
の
魅
力
を
更
に
高
め
る
た
め
の
戦
略

づ
く
り
に
着
手
し
た
ほ
か
、
市
街
地
商
業
の

活
性
化
に
向
け
て
、
基
本
計
画
策
定
の
た
め

の
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
殿
産
業
団
地
・
神
の
倉
工
業
団

地
へ
の
企
業
誘
致
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
産

業
集
積
を
進
め
る
に
あ
た
り
意
義
の
あ
る
成

果
で
し
た
。

農
林
部

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手

の
育
成
を
進
め
た
結
果
、
認
定
農
業
者
が

２
２
０
経
営
体
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
に
お
け
る
地
元
産
の
米
の
使
用

は
１
０
０
％
、
青
果
物
の
使
用
割
合
も
大
き

く
伸
び
る
な
ど
、
地
産
地
消
の
推
進
を
図
り

ま
し
た
。

　

都
市
と
農
村
交
流
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
重
点
的
に
実
施

し
、
農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
と
里
山
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
遊
歩
道
を
整
備
し
た
ほ
か
、
鴻
の
巣
周

辺
で
修
景
林
間
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

都
市
建
設
部

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
約

１
万
㎞
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
危

険
箇
所
の
修
復
と
安
全
点
検
を
行
う
と
と
も

に
、
施
設
整
備
と
し
て
、
歩
道
整
備
事
業
や

民
間
住
宅
１
０
０
戸
の
簡
易
耐
震
診
断
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

国
道
バ
イ
パ
ス
を
含
め
た
幹
線
道
路
と
上

田
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
の
道
路
網
の

整
備
に
つ
い
て
は
各
路
線
、
目
標
ど
お
り
用

地
・
補
償
の
進
捗
が
図
れ
ま
し
た
。

　

別
所
線
に
つ
い
て
、
各
種
市
民
団
体
と
連

携
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
利
用
促
進
運
動

を
展
開
し
た
結
果
、
前
年
度
よ
り
輸
送
人
員

が
１
万
人
増
え
、
10
年
ぶ
り
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
３
年

間
の
新
た
な
運
行
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

国
の「
公
共
交
通
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の

採
択
を
受
け
、
バ
ス
等
公
共
交
通
活
性
化
プ

ラ
ン
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

消
防
部

　

優
先
順
位
第
１
位
と
し
て
取
り
組
ん
だ
、

「
火
災
予
防
体
制
の
充
実
と
災
害
弱
者
対
策

の
強
化
」で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促

進
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
自
治
会
・
区
に
設

��
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置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な

啓
発
・
広
報
に
努
め
ま
し
た
が
、
既
存
住
宅

の
設
置
の
部
分
で
効
果
的
な
方
策
が
見
出
せ

ず
具
体
的
な
数
値
を
表
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

　

合
併
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
面
の
不
安
の

解
消
と
新
た
な
分
権
型
自
治
に
よ
る
地
域
経

営
方
式
の
構
築
を
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た

め
に
、
セ
ン
タ
ー
内
の
連
携
強
化
を
図
り
つ

つ
、
十
分
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
カ
ウ
ン

タ
ー
や
机
の
配
置
換
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
分
権
型
自
治
の
中
核
的
組
織
で
あ

る
地
域
協
議
会
で
は
、
新
市
総
合
計
画
ま
ち

づ
く
り
方
針
の
検
討
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
地
道
に
、
そ
し
て
時
に
は

果
敢
に
取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

　

真
田
地
域
協
議
会
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

期
待
を
受
け
な
が
ら
、
昨
年
10
月
に
発
足
し

ま
し
た
。
委
員
の
方
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
立
場
で
熱
心
な
協
議
を
進
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
業
務
は
、
新

し
い
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
来

庁
者
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
に
努
め
ま
し
た
。

　

冬
季
の
生
活
道
路
の
交
通
確
保
は
、
新
市

除
雪
計
画
に
よ
り
従
来
と
同
様
の
除
雪
体
勢

が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
平
高
原
自
然
館
の
改
築
に
つ
い
て
は
、

「
自
然
館
等
運
営
協
議
会
」に
お
い
て
調
査
、

研
究
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

　

地
域
協
議
会
は
、
６
回
の
会
議
を
持
ち
、

地
域
計
画
を
検
討
し
市
長
に
答
申
し
ま
し

た
。
放
課
後
児
童
施
設
設
置
の
検
討
は
、
保

護
者
と
の
話
し
合
い
を
進
め
、
方
向
性
を
出

し
ま
し
た
。

　

武
石
財
産
区
の
立
ち
上
げ
と
運
営
は
、
３

回
の
議
会
、
山
林
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
は
、
必
要

性
を
認
識
い
た
だ
き
、
全
自
治
会
で
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　

県
営
中
山
間
地
事
業
は
、
初
年
度
事
業
を

進
め
、
次
年
度
以
降
の
検
討
を
し
ま
し
た
。

収
入
役
部

　

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
費
用
対
効

果
な
ど
を
検
討
し
修
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、財
務
会
計
事
務
研
修
会
を
実
施
し
、

職
員
の
財
務
会
計
事
務
能
力
の
向
上
に
務
め

ま
し
た
。

　

任
意
団
体
に
お
け
る
適
正
な
現
金
取
り
扱

い
の
実
態
調
査
を
行
い
、
適
正
な
現
金
取
り

扱
い
の
指
導
と
、
新
市
任
意
団
体
会
計
取
り

扱
い
の「
指
導
指
針
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

工
事
検
査
で
は
、
新
た
に
出
来
高
検
査
と

部
分
引
取
り
検
査
を
始
め
ま
し
た
。
公
共
工

事
の
適
正
な
施
工
と
良
好
な
品
質
を
確
保
す

る
た
め
、
工
事
担
当
部
局
と
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
検
査
時
の
指
導
を
通
じ
て

工
事
に
関
す
る
技
術
水
準
の
向
上
に
努
め
ま

し
た
。

上
下
水
道
局

　

合
併
し
て
１
年
、
統
合
し
た
上
下
水
道
事

業
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
、
安
心
、
安

全
、
安
定
し
た
生
活
環
境
を
市
民
に
提
供
で

き
ま
し
た
。
水
道
は
、
安
全
な
お
い
し
い
水

つ
く
り
は
で
き
ま
し
た
が
、
水
道
事
業
計
画

は
進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

下
水
道
は
、
91
・
４
％
の
普
及
率
と
な
り

水
洗
化
率
も
進
み
ま
し
た
。
施
設
建
設
な
ど

を
大
き
く
見
直
し
た
下
水
道
全
体
計
画
も
中

間
報
告
案
が
で
き
ま
し
た
。

　

公
営
企
業
と
し
て
の
認
識
が
高
ま
り
、
す

べ
て
の
職
場
で
コ
ス
ト
意
識
が
向
上
し
、
低

落
傾
向
の
収
納
率
も
大
き
く
持
ち
直
し
ま
し

た
。

　

広
報
誌「
う
え
だ
の
水
み
ん
な
の
水
」も
発

行
で
き
、
料
金
改
定
を
お
願
い
す
る
審
議
会

も
始
ま
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
事
務
局

　

新
市
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
特
に
関
係

機
関
の
連
携
や
情
報
の
共
有
な
ど
１
日
も
早

い
体
制
の
一
体
化
を
目
指
し
、
幼
保
小
中
の

連
携
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
相
談
体
制
の
拡

充
、
ま
た
、
生
涯
学
習
の
各
機
関
に
お
い
て

も
共
通
の
課
題
認
識
を
持
っ
て
臨
む
よ
う
努

め
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
や
文
化
財
な
ど
大
規
模
な
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
所
期
の
目
標
を
達
成
し
、
望
ま

れ
て
い
た
外
国
籍
児
童
生
徒
の
た
め
の
集
中

日
本
語
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武石地域協議会の第１回会議
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〈19年度の重点目標〉
１　総合計画の策定
２　JT上田工場跡地の開発計画及び公共利用

の整備内容の調整
３　地域協議会の円滑な運営
４　資源循環型施設実現に向けた取り組み
５　教育制度改革のあり方の検討
６　市民協働の推進
　魅力ある都市づくりを進め、都市間競争をリードし、更な
る持続的発展を推進していく上で、地域が持つ潜在的な力を
引き出し高めていくことが重要と考えます。総合計画は、各
地域協議会から答申された「地域まちづくり方針」（地域の将
来展望）を基本計画に位置付けるなど地域特性を取り入れ策
定していきます。
　JT上田工場跡地は、民間の計画がまちづくりに貢献するも
のとなるよう調整に努めるとともに、跡地一部の公共利用に
ついて、市民の皆さんの意見を聞きながら構想・内容の検討
を進めていきます。
　市民生活に密接に関連する資源循環型施設については、計画

主体である上田地域広域連合と連携しながら
実現に向けた取り組みを推進していきます。
　教育行政有識者会議は、幅広い議論をいた
だく中で教育のあり方の検討を進めます。市
民と行政の協働をさらに推進するため地域協
議会の円滑な運営と新たに「（仮称）自治基本
条例」について取り組みます。

〈19年度の重点目標〉
１　第一次上田市行財政改革大綱集中改革プ

ランの実行
２　明るく元気な市役所づくり
３　安全・安心　災害に強いまちづくりの推進
４　市民と情報の共有化を進める広報、広聴

の充実
５　ICT(情報通信技術)活用による行政手続の簡素化と業務

効率の向上
　上田市として、「新たな行政経営の仕組みづくり」を行うた
めの指針として、「第一次上田市行財政改革大綱」を策定しま
した。大綱に位置付けてある集中改革プランを確実に実行し
ていくことで、「自ら考え行動し、そのために自ら成長を目指
す職員」を育成しながら職員の意識改革を行い、生活者起点に
基づいた「地域経営」と自己決定・自己責任のもとで民間の手
法を取り入れた「行政経営」への転換を行っていきます。さら
に上田市情報化基本計画に基づき、ＩＣＴ（情報通信技術)を
活用し、行政手続きの簡素化や業務効率を高め、市民満足度
の向上を図っていきます。
　また、多様な媒体を活用した迅速な情報の
提供と市民との情報の共有や広聴の充実を図る
とともに災害に迅速かつ的確に対応できるよう
に、防災体制の構築や防災拠点整備を進めなが
ら、自主防災組織の育成を図り、災害に強いま
ちづくりを進めていきます。

〈19年度の重点目標〉
１　循環型社会の形成と快適な生活環境の実現
２　安全で安心なまちづくりの実現
３　一人ひとりの人権が尊重される施策の推進
４　市営住宅の環境整備と使用料の収納率向上
５　外国籍市民への支援と多文化共生社会づ

くりの推進
　豊かな自然と清潔で健全な地域の環境づくりを推進し、未
来に誇れる自然環境共生都市を目指します。
　環境基本条例の基本理念に基づき、環境施策を総合的かつ
計画的に推進するため「上田市環境基本計画」を策定します。
　また、市民協働により、ごみ処理方法の統一も図り、資源
化・減量化に鋭意取り組みます。
　次に、市民の生活安全の確保です。防犯協会の組織の充実
を図り、防犯意識の高揚とパトロールの強化に努めます。
　差別のない地域づくりをさらに進めるため、人権男女共同
参画計画を策定します。
　また、外国籍市民支援会議で策定した「多
文化共生のまちづくり推進指針」に沿い、関
係機関と連携し、様々な支援策を講じていき
ます。

〈19年度の重点目標〉
１　持続的で安定的な財政基盤の確立
２　市税等の収納率の向上による自主財源の

確保
３　遊休財産・土地開発公社保有土地の処分

の推進
４　適正・公平な課税の推進
　少子高齢、人口減少社会の到来に加え、様々な社会情勢の
変化が予想され、市行政は、これに迅速、的確に対応しなが
ら市が行うべき真に必要なサービスをより効率的に提供して
いく必要があると考えています。昨今の財政の厳しさはどこ
の自治体も一緒であります。安定的な税源を涵養するため、
産業振興策を積極的に展開するとともに市税等の徴収率の向
上、市有財産の有効活用などにより自主財源の確保を積極的
に進めます。また、限られた財源を有効に活用するため、す
べての事業を見直して、真に必要な分野（子育て支援、安全
安心の確保、教育の充実、環境、健康づくり、福祉の充実、

地域経済の活性化など）へ重点的に財源を配
分していきます。合併によるメリット（経費
節減や有利な合併特例債の活用など）を十分
生かしながら、合併してよかった、これから
もずっと住み続けたいと誇りの持てる上田市
づくりを進めていきます。

政策
企画局

総務部

財政部市民
生活部

一部が公共利用されるJT上田工場跡地

建設後20年が経過している
上田クリーンセンター
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〈19年度の重点目標〉
１　次世代育成支援対策を推進し、子育て
支援施策を充実

２　多様化する子育て支援ニーズへの対応
３　保育園の効率的な運営と適正配置
４　保育料の収納率の向上

　「こども未来部」は、すべての子どもと子育て家庭に対して
の支援策を関係部局と連携し、総合的に充実して実施するた
め、今年４月に新設しました。
　少子化による地域の活力低下を防ぎ、家庭、地域、教育機関、
行政が一体となって、次代を担う子どもやその家庭に対する
支援を推進するため、次世代育成支援行動計画『上田市未来っ
子かがやきプラン』を推進します。具体的には、長時間保育、
一時保育、休日保育、病児保育などの特別保育の充実や、幼
保小中の連携を進めます。
　また、子どもに対する虐待の予防及び対応、障害のある児
童の発達や自立を支援する体制の充実など安心して子どもを
生み、育てることのできる環境整備を行います。
　また、今後の保育園・幼稚園の子育て支援事業のあり方や
適正配置について検討する「（仮称）上田市保
育園運営審議会」を早期に設置し、｢上田市公
立保育園の運営指針」を年度内に策定し、実
施していきます。

こども
未来部

特集  重点目標

〈19年度の重点目標〉
１　地域福祉計画及び障害者基本計画の策定
２　生活習慣病予防のための健康増進事業の

推進
３　高齢者の生きがいづくり整備・介護保険

制度の安定的運営の確保
４　後期高齢者医療制度創設に伴う円滑な運営の確保
５　手厚い介護体制の整備と産院のあり方を含めた二次医療

体制整備の検討
　ともに支え合い、生きがいを持って生活できる社会を目指
し、地域福祉の推進に関する「地域福祉計画」と障害者福祉施
策に関する「障害者基本計画」を策定します。
　糖尿病などの有病者･予備軍減少のため、内臓脂肪に着目
した健診・保健指導実施のための体制の整備を図ります。ま
た、各種健康づくり事業を推進します。
　高齢者が自発的に社会活動参加できるシルバーワークプラ
ザの整備や、地域密着型サービス基盤整備の充実を図り、安
定的な介護保険制度となるよう健全な適正運営に努めます。
　高齢化の進展に伴い老人医療費の増大が見込まれているこ

とから、「後期高齢者医療制度」の円滑な業務
推進体制の確保に取り組みます。
　夜間における手厚い看護体制の整備と県の
地域医療対策（医師確保対策）に係る検討会の
結果を踏まえ、産院の今後のあり方について
検討していきます。

〈19年度の重点目標〉
１　食の安全・安心を構築する地産地消の推
進

２　農業観光と都市農村交流の推進
３　未来に残す豊かな森林
４　ストップ！「農地の荒廃化」､ トライ！
「生産力の復活」

５　地域農業を支える担い手の確保
　市域の約７割を占める森林をどのように生かしていくかが
市政の重要な課題となるため、この４月に農政部から農林部
への組織改正が行われました。木材需要を見ると、合板にお
ける国産材利用の増加は見られるものの林業の厳しい状況に
変わりはなく、地元産の木を使って家を建てる取り組みを関
係機関と連携して進めます。
　農業においては、今まで国の政策として農産物の価格保証
が行われてきましたが、WTO交渉が決着し関税が引き下げ
られると、更に厳しい状況となることが予想されます。消費
者が何を求めているのか、その求めるもの一
つひとつを満足させていくことが農家所得
のアップにつながることから、関係機関と連
携し消費者ニーズに応える取り組みを進め
ます。

〈19年度の重点目標〉
１　中心市街地の活性化に向けた取り組み
２　個性あふれる上田市観光ビジョンの構

築と推進
３　企業立地の推進と企業支援充実
４　行ってみたくなる観光施設の創造
５　中小企業の活性化と商工団体の統合支援
　「産業が健康で元気なまちづくり」を目指し、協働による地
域経営と市街地の活性化を進めるための計画策定、にぎわい
の創出を目指した戦略的観光施策を展開するためのビジョン
の策定、企業誘致、新技術等の開発支援、観光施設整備、融
資制度の充実などを目標に掲げ産業振興を図っていきます。
　また、施策を推進する新たな視点として、観光と農業（新
たな魅力の創出）、ものづくりと学校教育（人材育成）、労政
と福祉（就業対策）など部局を横断した取り組みと、従来から
実施している事業効果を多角的に検証し事業評価をしていく
ことが重要と考えます。

　特に観光は、新市の恵まれた資源を有機的
に結びつけることにより、地域の産業をリー
ドすることのできる分野です。既定の枠組み
にとらわれない発想と確かな分析をもって、
さらなる施策を展開していきます。
　産業振興は、長く継続的な取り組みがあっ
てこそ実を結びます。「着眼大局、着手小局」
で一歩一歩進めることが大切と考えますの
で、市民の皆さんの協力をお願いします。

商工
観光部

健康
福祉部

農林部

真田児童館で放課後を
過ごす子どもたち

４月に行われた
上田城千本桜まつり
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〈19年度の重点目標〉
１　住宅用火災警報器設置の促進
２　救急・救助体制の充実
３　「消防力の整備指針」に基づく消防力の向
上

４　新市消防団組織の整備充実による防災力
の向上

５　広域消防本部体制の一本化の推進及び広
域化の検討

　住宅火災による死者数は年々増加傾向にあり、特に65歳
以上の高齢者は、「逃げ遅れ」、「就寝中」などにより亡くなる
方が多く、法で平成21年６月までに設置が義務付けられた
住宅用火災警報器の期限内設置促進に向けて、自治会、消防
団などの協力を得ながら取り組んでいきます。
　また、昨年は異常気象を起因とするような豪雨災害が発生
しましたが、このような災害・事故などから市民の生命、身
体及び財産を守ることが消防行政の責務ですので、これを全
うするため広域的な見地から消防体制を構築し、充実強化・
高度化を図り、市民が安全で安心して暮らせるまちづくりを
クリエイト（創造）します。

消防部
〈19年度の重点目標〉
１　別所線を含めたバス等公共交通の活性化

に向けた取り組み
２　新市の一体感を形成する交通体系の整備
３　新市のまちづくりマスタープランの策定
４　安全・安心な都市施設の整備
５　快適な生活空間の創出
　市民のだれもが快適で生活しやすいと感じる、都市基盤の
整備と環境づくりを推進していきます。
　地域住民の要望が強いバス等公共交通について、効果的で
望ましい運行システムを検討し、市内全域における「公共交
通活性化プラン」を策定するとともに、交通渋滞の解消や交
流・経済活動の向上に向け、国道バイパスや環状道路、上田
駅へのアクセス道路などの道路網の整備を推進します。
　安全で良好な道路や公園の環境維持に努めるとともに、災
害危険箇所の早期把握と対策、住まいの安全確保に向けた木
造住宅耐震診断、改修の促進をしていきます。市民との協働
による公園整備や花いっぱい運動、緑の保全事業により、地
域に花と緑があふれる快適な生活空間を創造していきます。

　新市が魅力ある都市となるため、土地利用
のあり方や都市施設の整備方針を示す「都市
計画マスタープラン」、美しい地域景観の形
成を目指す「景観計画」、さらに、緑の保全と
創出、共生に向けた「緑の基本計画」など、新
市のまちづくりマスタープランを策定してい
きます。

〈19年度の重点目標〉
１　地域協議会によるまちづくりの推進
２　魅力ある菅平高原の再構築
３　地域住民が安心できる河川整備計画の策

定
４　廃棄物（ゴミ・資源物等）の新たな処理方

法へのスムーズな移行
　地域協議会は、本格的な始動の年になることから、真田地
域独自の「地域づくり委員会」との連携により、その役割にふ
さわしい活動ができるよう体制づくりと地域への定着を図り
ます。
　ラグビー・サッカー・陸上競技などのスポーツ合宿とスキー
場として全国に知られる菅平高原を観光地としてさらに発展
させるために、地元の皆さんと必要な施策を検討し、菅平高
原の魅力づくりに取り組んでいきます。今年度は、菅平高原
自然館の改築と情報通信の格差是正の方向付けを進めます。
　安心・安全な生活環境の整備に向けて、本原地区の大沢川
をはじめ、地域内の未整備河川の整備を行う
ための調査及び整備計画を策定します。
　新市で統一される新しいごみ処理方法に
ついては、住民の皆さんが戸惑うことのない
よう、集落単位での説明会をはじめ、あらゆ
る機会を捉えて広報を行います。

都市
建設部

〈19年度の重点目標〉
１　市民協働によるまちづくり推進
２　地域自治センターの役割の発揮
３　健康増進型温泉地づくりの推進
４　災害時の地域救援体制の検証
５　自ら考え行動する職員としての意識改革
６　生活者起点による資源循環型社会の推進
　合併は最大の行財政改革であると共に、新たな市民協働、
地域内分権のスタートでもあります。丸子地域自治センター
として、この新たな課題に真正面から取り組む地域密着の地
域協議会が住民各位のご理解とご協力により活動を始めまし
た。今年度は、いよいよ具体的な取り組みを持って新たな自
治の可能性を追求していきたいと決意しています。
　まず、丸子地域独自の住民提案型事業の充実を図るととも
に、次年度から始まる地域予算に基づく市民協働の具体的事
業計画を地域協議会で論議し予算化を図ります。
　また、丸子温泉郷の特性を生かした、健康増進事業や必ず

あると言われる自然災害に備えるため、常設
の丸子災害救援ボランティアセンターとの連
携を関係者の協力をいただき実践的に検証し
ていきたいと考えています。
　そして何よりも、職員自身が市民協働の意
識改革を実践し、市民の皆さんの役に立つ職
員としての気概を持てる職員を育成していき
ます。

丸子
地域自治
センター

真田
地域自治
センター

昨年秋の別所線利用
促進シンポジウム

鹿教湯温泉交流センター
の建設予定地
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特集  重点目標

〈19年度の重点目標〉
１　収入役組織の改革
２　工事検査体制の充実
３　適正な現金取扱の指導及び効率的な資金

運用
４　工事関係課との連携強化

　会計事務の集中化を主眼とした改革を実施するために、平
成20年度各自治センターの会計室が廃止されることから、
現金納付場所の確保等代替措置の検討を行い住民サービスの
低下を招かないよう収入役組織の改革を進めていきます。
　公金の取り扱いに万全を期すために、適正な現金取り扱い
の指導に務めるとともに、歳計現金の安全確実かつ効率的な
資金運用に務めていきます。
　適正な公費の使途及び給付の確認を行うために、工事検査
体制の充実を進めていきます。
　共通認識を持った設計･監督業務となるよう、工事検査で
指摘した安全性や品質確保、コスト低減等の重要かつ共通な
課題については、工事担当部局に周知します。

〈19年度の重点目標〉
１　ごみの出し方等統一に向けての地域住民

への周知徹底
２　お年寄りの安心できる生活（地域包括支

援センター）を支える
３　唐沢ほ場整備に伴う水路・農道整備
４　安全な地域交通の推進
５　地域協議会の充実
　来年４月から、ごみの収集方法の変更が予定されていま
す。地域の実情にあった方法の検討と住民の皆さんへ周知を
図り、ご協力いただくことが必要です。
　高齢者が増えている折、地域の皆さんのご協力をいただき、
地域で高齢者を支える体制を作ります。
　水路・農道整備は今年度の工事完了と、来年度中の換地清
算に向けて受益者の話し合いを進めます。
　デマンド交通は、高齢者が医療機関へ行く利用が多く、大
切な交通手段です。より多くの方に利用いただけるようさら
に周知を図ります。
　地域協議会では今年度、地域の課題、自治センターの課題

を具体的に検討し、よりよい地域づくりを図
ります。

〈19年度の重点目標〉
１　水道局の経営、業務体制の強化
２　安心、安全、おいしい水の安定供給
３　快適な生活環境の創造
４　地域循環、資源循環、エコプロジェクト

の推進
　統合した水道は、各地域とも施設の更新時期を迎え、下水
道は引続き多額の資金投入が必要であるとともに、多くの施
設の維持管理費に加え、企業債の返済と減価償却が経営を圧
迫しています。このため、長年蓄積した知的資産を大事に継
承し、将来とも安定した事業を継続するため、上田地域水道
事業計画と下水道全体計画を策定し、計画的で無駄のない経
営管理を行います。高金利の企業債の返済を早め、未納の発
生しない業務を行い、当年収納率は98％台とし財務の健全
化を進めます。
　料金統一に向けて新料金体系の検討、試算に着手し年度内
に審議会に素案を示します。

　水道は蛇口から安心して飲めるおいしい
水の安定供給を行い、下水道は年度末には
93.7％の普及率を目指します。
　包括的民営委託の研究や農集排の機能強化
事業採択に向けて準備を進めます。
　地震に強い上下水道とするため施設整備計
画を策定するとともに想定訓練を行います。
資源循環にも引続き取り組みます。

〈19年度の重点目標〉
１　きめ細やかな支援と学ぶ意欲を育む体制づ

くり
２　安全で安心な教育環境の整備
３　未来につながる文化創造のまちづくり
４　自ら学ぶ生涯学習のまちづくり
５　健康づくりとスポーツ環境整備

　子どもたちの健全成育のためには、学校だけでなく、家庭
や地域を支える大人たちの自覚や行動も欠かせません。目指
す子ども像として掲げた「かがやけ上田の未来っ子」に向け、
より広く市民全体の意識も高めながら、課題に取り組んでい
きます。
　学校教育の場では、不登校児童生徒の減少に向け、教育相
談所を中心にきめ細やかな対応を強化するとともに、「分か
る授業」の実現に向けた取り組みを進めます。また、日常的
な施設営繕の充実や、増加する外国籍児童生徒への支援充実
に向け集中日本語教室の増設に加え、地域が連携した見守り
隊や青色パトロールの拡充を図るなど、学
ぶ環境の改善に努めていきます。
　生涯学習の面では、「生涯学習基本構想」
「文化・芸術振興に関する基本構想」など、新
市における中・長期的な指針づくりに取り
組むとともに、住民の皆さんの様々な活動
を積極的に支援していきます。

　 行政改革推進室　TEL22・4100（内線1932）

武石
地域自治
センター

収入役部

上下
水道局

教育
委員会
事務局

高齢者を支える
武石地域包括支援センター

このほど完成した中塩田小学校のランチルーム

��



現在、地域でご活躍いただいている
自治会長さんを紹介します。 （敬称略）

ひかり　大久保　守
桜　台　羽鳥　勝義
下吉田　塚原　恒昭
林之郷　春原　穂積
下　郷○飯田　正彦
岩清水　松﨑　修一
矢　沢　坂口　光利
赤　坂　佐藤　　勝
漆　戸　中村　正義
下　組　高野　常利
富士山中組　峯村　敬一
奈良尾　塩入　祥一
平井寺　窪田伊佐雄
鈴　子◎小野　行秀
石　神　龍野　一郎
柳　沢○宮原　　豊
下之郷　小山祐一郎
　桜　　北村　　太
下本郷　両角　和雄
東五加　羽田　丈夫
五　加◎小林　　勤
上本郷○田中　慶彦
中　野　小林　昭正
上小島　和田　征吉
下小島　佐藤　義敏
保　野　原　　佳克

学海南　丸山　昌明
舞　田　荒井　詔夫
八木沢　北沢　利美
八　舞　市村　常敏
学海北　西澤　和紀
セレーノ八木沢　室賀　　紀
十　人　佐藤　幸義
塩田新町○石井　守久
東前山　春原　昌宏
西前山　佐藤　朝光
手　塚◎中澤　勘介
山　田　金井　　稔
野　倉　吉池　政治
分　去◎岡村　　徹
大　湯　小林　　隆
院　内○竹内　聖淨
上　手　滝沢　啓太
仁古田　内田　良平
　岡　◎水沢　　宏
浦　野○多田　雅文
越　戸　池田　王助
藤之木　市村　芳紹
小　泉　宮﨑　袈照
下室賀　土屋　作雄
上室賀　西沢　良信
ひばりケ丘　上村　忠徳

西　内　斉藤　武明
平　井○我山文一郎
荻　窪　中村　良治
和　子　小宮山　茂
下和子　澤山　啓司
辰ノ口◎櫻井　　誠
三反田　高野　典男
海　戸○倉島　陽一
沢　田◎武井　純雄
八日町　吉池　　豊
腰　越○清水　一成
中丸子◎成沢　啓輔
下丸子　依田　光永
御嶽堂○坂井　　積
飯　沼◎吉池袈裟保
茂　沢　樋沢　良一
尾野山　上野　　宏
上長瀬　丸山十家喜
町　組○宮坂　静雄
下長瀬◎阿原　孝之
石　井　桜井　照夫
坂　井　矢野　博行
狐　塚　吉田　由男
郷仕川原　大久保善司
南　方○吉池　利晴
藤原田◎西沢　義一

上田地域 丸子地域
三好町　武田　正男
御　所○玉井　正光
中之条◎中澤　由璋
千曲町　成田　則之
秋　和○金井　嘉郎
上塩尻○清水　万伴
下塩尻◎中島　安明
上田原　山浦　英雄
川辺町○沓掛　　誠
倉　升　武田　忠一
神　畑○両澤　正藏
下之条　桜井　徳茂
築　地　松井　優實
東築地　松田　　勇
半　過　上野眞喜男
福　田　増沢　正治
吉　田◎小林　貞昭
大　屋　白石　武夫
岩　下　滝澤忠一郎
下青木　宮島三千彦
みすず台南　神林　幹夫
みすず台北　荒井　洋一
上青木　尾﨑　邦穂
梅が丘　伊藤椒太郎
久保林○山岸　善武
黒　坪　山部　　諭
上　沢　中村　征男
国　分　金井　三郎
下　堀　山辺　恒久
上　堀◎栗内　公人
畑　山　塩崎　弘喜
伊勢山　久保田　洋
富士見台　西沢　典之
神科新屋○中曽根克己
野　竹○笠井　　洋
西野竹　堀内幸一郎
笹　井　井出　忠順
川　原　今川　新平
岩　門　小尾　昭太
染　屋◎清水　恒見
蛇　沢　横山　穹史
金　井　中村　義介
大久保　滝澤　英一
長　島　池田佐太郎
金剛寺　滝沢　勝重
住吉が丘　野口　幸雄
　森　　金子　　清
大日木　山辺　　宏
長　入　中村　直美
宮之上　堀之内　進
小井田　久保田良和
中吉田　堀江　　宏
町吉田◎石坂　賢一

真田地域
鳥　屋◎小池　文男
　沖　　今川　敬徳
薮　合　川合　　旦
中　島　樋沢　元紀
七　ヶ　黒木　　亨
片　羽　近藤武次郎
堀の内○北沢　　武
市之瀬　橋詰　俊祐
下本入　荻原　信幸
権　現　竹内　章一
下小寺尾　池内　　清
上小寺尾　宮下　　紘
唐　沢　比田井紀明
築地原　齋藤　正男
大布施巣栗　滝沢　恒幸
西　武　橋詰　正剛
小沢根　豊田　邦伯
余　里　伏見　茂生

菅　平　村本貴代春
大日向　唐沢　勝繁
角　間　倉島　盛茂
横　沢　久保　孝則
真　田◎佐藤　公至
十林寺○大久保文雄
石　舟　滝沢健一郎
戸　沢　塚田　正勝
つくし　中島　正帆
横　尾　木島　　淳
四日市　金井　静春
入軽井沢　小林　章夫
岡　保　三井　常義
傍陽中組　武捨　純夫
大　庭◎飯島　　功
曲　尾　本島　迪雄
　萩　　牧内　達夫
田　中　柄澤　春雄
下横道○堀内東洋男

中横道　堀内　政則
上横道　柳沢　文人
穴　沢　半田　正憲
三島平　堀内　秀昭
上　原　小林　敏彦
下郷沢　若林　芳男
小玉上郷沢　田中　房夫
赤　井　若林　　巧
下　塚　横沢　之規
竹　室○高寺　　誠
荒　井　一本鎗正弘
中　原　荻原　昇一
表　木　佐藤　　進
大　畑　横沢　勝登
下　原　合葉　　啓
町　原　荻原　　周
出　早◎内田　雅久

武石地域

上田市自治会連合会は、平成19年１月１日から新組織として、238自治会、26地区連合会で活動しています。
地区会長…◎　地区副会長…○

踏　入　遠藤　泰寛
泉　町　藤原　　超
上常田　西澤　久幸
中常田　田中　　勝
下常田　古川　隆平
北常田○山浦　　允
材木町◎田口　一朗
常　入　原　　任男
南天神町　宮坂　　進
泉　平○栁沢　　実
北天神町　平林　周二
松尾町　寺島　裕夫
鷹匠町　小林　俊一
本　町　岡本　　修
末広町　田玉　嘉春
大手町◎三吉　治敬
横　町　佐野　健治
海野町　北川　量三
原　町　塩入　　肇
袋　町　馬場小夜子
馬場町　清水　潤一
田　町　滝沢　彰男
丸堀町　山本　正彦
木　町◎小林　　裕
北大手町　刈屋　征夫
上川原柳町　小池　勇一
下川原柳町　大久保孔夫
愛宕町　渋沢　清人
上鍛冶町　岩田　良雄
鍛冶町　小宮山高雄
上房山◎岩外　利朋
下房山　石沢　勇雄
柳　町　岡﨑　光雄
新　田　宮本　智夫
山　口　植松　偉夫
上紺屋町○甲田　久男
下紺屋町　須藤　清克
鎌　原○田中　　肇
西　脇　簾田　克彦
新　町　水野　知雄
諏訪部　池田　進吾
生　塚　内田　守之
常磐町　金子　　靖
緑が丘　廣田　泰年
新　屋◎髙橋　邦夫
緑が丘北　小野　陽雄
緑が丘西　髙橋　　守
城　北　清水　和之
小　牧　山﨑　宗男
諏訪形　木内　一夫
須　川　手塚　公太
中　村○北村　吉彦
朝日ケ丘　羽田　敏幸
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　 まちづくり協働課　TEL22・4100　
　　　　　　　　　　　　（内線1703）

　 地域振興課
　　　TEL42・1011

　 地域振興課
　　　TEL72・2200
　　　（内線222）

　 地域振興課
　　　TEL85・2824
　　　（内線21）
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●実施方法

実施期間　平成18年11月～12月
対象者　　市内在住の16歳以上
　　　　　の方から無作為抽出
配布数　　5,000名

●回収結果

回収数　　1,809人
回収率　　36.2％

実施期間　平成18年11月～12月
対象者　　市内在住の16歳以上
　　　　の方から無作為抽出
配布数　　5,000名

回収数　　1,809人
回収率　　36.2％

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告

　

上
田
市
で
は
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
そ
し

て
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成

20
年
度
を
目
標
に
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都
市
の

将
来
像
や
都
市
計
画
の
基
本
方
針
を
示
し
て

い
く
と
と
も
に
、
土
地
利
用
な
ど
の
新
市
が

抱
え
る
都
市
計
画
上
の
課
題
に
対
し
て
も
方

針
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年

暮
れ
に
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
主
な
内
容
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
道
路
整
備
や
公
共
交
通
に
つ
い
て

○「
歩
行
者
や
自
転
車
が
安
全
に
通
れ
る
道

路
整
備
」、「
身
近
な
生
活
道
路
の
整
備
や

補
修
」な
ど
、
身
近
な
生
活
道
路
の
安
全

安
心
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

○「
バ
ス
・
電
車
の
利
便
性
の
向
上
」と
答
え

た
方
は
２
番
目
に
多
く
、
公
共
交
通
の
利

便
性
向
上
へ
の
関
心
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
必
要
な
公
園
や
緑
地
に
つ
い
て

○「
身
近
な
場
所
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
や
高

齢
者
が
利
用
し
や
す
い
公
園
」、「
ジ
ョ
ギ

ン
グ
や
散
歩
の
で
き
る
並
木
道
や
遊
歩
道

の
あ
る
公
園
」、「
休
日
に
家
族
で
ゆ
っ
た

り
過
ご
せ
る
大
き
め
の
公
園
や
緑
地
、
広

場
」な
ど
、
身
近
で
家
族
が
過
ご
せ
る
公

園
等
の
整
備
を
多
く
の
方
が
望
ん
で
い
ま

す
。

◆
市
街
地
や
住
宅
地
の
状
況
に
つ
い
て

○「
今
あ
る
市
街
地
・
住
宅
地
を
充
実
さ
せ

た
ほ
う
が
よ
い
」、「
市
街
地
・
住
宅
地
の

拡
大
は
お
さ
え
た
ほ
う
が
よ
い
」と
い
う

意
見
が
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で

「
良
好
な
開
発
で
あ
れ
ば
多
少
の
拡
大
は

し
て
も
よ
い
」と
答
え
た
方
が
多
い
こ
と

か
ら
、
市
街
地
・
住
宅
地
の
拡
大
に
対
す

る
慎
重
な
意
見
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

0 10 20 30 40 50 60

52.5％

35.7％

18.1％

38.0％

24.1％

5.1％

歩行者や自転車が安全に通れる
道路整備

身近な生活道路の整備や補修

地域をつなぐ幹線道路の整備

通勤・通学・通院・買い物などの
ため、バス・電車の利便性の向上

中心市街地に行きやすいよう、
まちなかの道路、駐車場の整備

その他

％

（複数回答2つまで）

（複数回答2つまで）

0 10 20 30 40 50 60

59.1％

6.5％

12.6％

13.6％

39.2％

29.4％

5.3％

5.5％

身近な場所にあって、子どもや
高齢者が利用しやすい公園

野球場やテニスコートなどがある
運動のできる公園

森林浴やキャンプ、ハイキングなど
ができる自然豊かな公園や緑地

河岸緑地など、水とふれあうことの
できる河川空間

ジョギングや散歩のできる並木道
や遊歩道のある公園

必要ない

その他

休日に家族でゆったり過ごせる
大きめの公園や緑地、広場

％

今ある市街地・住宅地を
充実させたほうがよい

良好な開発であれば、
多少の拡大はしてもよい

市街地・住宅地の拡大
や開発は自由でよい

その他
無回答

わからない 市街地・住宅地の拡大は
おさえたほうがよい

14.9％

35.7％32.1％

4.8％

5.6％
1.8％

5.1％
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第１位 上田城　上田城跡公園、千本桜など
第２位　自然景観　千曲川周辺、武石川などの清流、独鈷山・

太郎山などの周囲の山々、塩
田平・別所線などの風
景
第３位　歴史文化
信州の鎌倉、生島
足島神社など

◆
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

○「
積
極
的
に
決
ま
り
を
つ
く
っ
た
ほ
う
が

よ
い
」、「
周
り
の
人
た
ち
が
賛
成
で
あ
れ

ば
、
決
ま
り
を
つ
く
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」

が
と
も
に
多
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

を
必
要
と
す
る
意
見
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
が
な
い
と
、
建
築

の
自
由
度
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
高
い
建
物

が
立
ち
日
当
た
り
や
景
観
が
悪
く
な
っ
た

り
、
開
発
に
よ
っ
て
交
通
混
雑
が
ひ
ど
く
な

る
な
ど
、
今
ま
で
の
住
環
境
が
悪
化
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
住
環
境
の
悪
化
を
抑
制
す
る

た
め
に
も
必
要
に
応
じ
て
、
ル
ー
ル
づ
く
り

（
都
市
計
画
制
度
）を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

◆
景
観
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○「
自
宅
の
庭
先
に
花
や
緑
を
増
や
す
」の

回
答
割
合
が
過
半
数
を
超
え
て
最
も
高
く

な
っ
て
お
り
、「
地
域
で
行
う
清
掃
活
動

や
花
壇
づ
く
り
に
参
加
す
る
」と
合
わ
せ

て
自
主
的
な
緑
化
活
動
等
へ
の
参
加
意
欲

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
大
切
に
し
た
い
景
観
に
つ
い
て

○「
周
囲
の
山
々
や
千
曲
川
な
ど
の
自
然
」と

「
田
園
地
帯
や
身
近
な
里
山
な
ど
の
農
村

風
景
」を
合
わ
せ
、
自
然
景
観
に
対
す
る

関
心
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
半
数
近
く
の
方
が「
地
域
の
伝
統

文
化
や
歴
史
的
遺
産
」を
大
切
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
地
域
別
で
は
、
上
田
、
丸
子
地
域
で
は「
周

囲
の
山
々
や
千
曲
川
な
ど
の
自
然
」と
答

え
た
方
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
真
田
地
域
で
は「
地
域
の
伝
統
文

化
や
歴
史
的
遺
産
」へ
の
回
答
が
多
く
、

武
石
地
域
で
は「
田
園
地
帯
や
身
近
な
里

山
な
ど
の
農
村
風
景
」を
大
切
に
し
た
い

と
い
う
回
答
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　これらの結果を反映して、皆さんのま
ちづくりに対する思いを「上田市都市計画
マスタープラン」として作成していきま
す。
　これからも、皆さんのご意見をお伺い
させていただくことがありますので、ご
理解とご協力をお願いいたします。
　なお、アンケートの詳細については、
ホームページをご覧ください。
　 都市計画課　TEL23・5127
URL http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/
ht/tosikei/

好きな所、大切にしていきたい所 上位３項目

周りの人たちが賛成で
あれば決まりをつくった
ほうがよい

個人の権利を制限
することになるので、
決まりをつくらない
ほうがよい

その他
無回答

積極的に決まりを
つくったほうがよい

25.6％

57.3％

10.2％

3.0％
3.9％

（複数回答2つまで）

51.7％自宅の庭先に花や緑を増やす

0 10 20 30 40 50 60

49.3％

10.5％

25.5％

25.4％

2.7％

地域で行う清掃活動や花壇づくり
などに参加する

自分の家の色やデザインを周囲の
景観に調和するようにする

地域で話し合って景観づくりの
決まりをつくり、活動を行う

地域の景観や歴史について学習
する

その他

％

（複数回答2つまで）

0 10 20 30 40 50 60

42.0％

58.9％

48.2％

20.2％

12.8％

0.9％

田園地帯や身近な里山などの
農村風景

周囲の山々や千曲川などの自然

地域の伝統文化や歴史的遺産

身の回りの花や緑

市街地・住宅地などのまちなみ

その他

％

都市計画マスタープラン
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一
人
ひ
と
り
で
、

で
き
る
こ
と
。

●
冷
房
の
設
定
温
度
は
28
℃
に

　

冷
暖
房
の
使
用
を
1
℃
控
え
る
だ

け
で
、
大
き
な
削
減
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

☆
一
世
帯
当
り
の
年
間
CO2
削
減
効
果

31
㎏
＝
年
間
節
約
金
額
２
０
０
０

円
＝
削
減
率
０
・
５
％

●
蛇
口
は
こ
ま
め
に
し
め
よ
う

　

シ
ャ
ワ
ー
を
1
分
間
出
し
っ
放
し

に
す
る
と
、
な
ん
と
10
ℓ
に
も
な
る

の
で
す
。

☆
一
世
帯
当
り
の
年
間
CO2
削
減
効
果

65
㎏
＝
年
間
節
約
金
額
４
０
０
０

円
＝
削
減
率
１
・
１
％

●
エ
コ
製
品
を
選
ん
で
買
お
う

　

新
し
く
家
電
製
品
を
買
う
時
に
、

ぜ
ひ
注
目
し
て
ほ
し
い
の
が「
省
エ

ネ
性
能
」。
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
な

ど
は
省
エ
ネ
性
能
の
表
示
も
普
及

し
、
購
入
の
際
の
目
安
に
な
っ
て
い

ま
す
。
お
財
布
に
も
、
環
境
に
も
優

し
い
省
エ
ネ
製
品
。

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
よ
う

　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
時
に
も
、
ガ
ソ
リ

ン
は
１
分
あ
た
り
約
０
・
０
１
４
ℓ

が
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。停
車
中
は
、

エ
ン
ジ
ン
を
オ
フ
。
習
慣
づ
け
が
大

切
で
す
。

（
１
日
５
分
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
止

め
た
時
）

☆
一
世
帯
当
り
の
年
間
CO2
削
減
効
果

39
㎏
＝
年
間
節
約
金
額
２
０
０
０

円
＝
削
減
率
０
・
７
％

●
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
よ
う

　

買
い
物
の
際
に
は
専
用
の
バ
ッ
グ

を
一
つ
用
意
。
家
に
帰
れ
ば
不
要
に

な
る
袋
や
ト
レ
ー
は
、作
る
際
に
も
、

再
生
・
破
棄
す
る
際
に
も
、
CO2
を
排

出
し
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
買
い

物
バ
ッ
グ
を
、
当
た
り
前
の
こ
と
に

し
ま
せ
ん
か
。

☆
一
世
帯
当
り
の
年
間
CO2
削
減
効
果

58
㎏
＝
削
減
率
１
・
０
％

●
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
こ
ま
め
に
抜
こ

う

　

電
気
製
品
を
使
用
し
て
い
な
い
時

に
、
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
た
め
に
消
費

さ
れ
る
電
力
が
待
機
電
力
。
そ
の
合

計
は
、
家
庭
の
電
力
消
費
の
な
ん
と

10
％
に
も
。
こ
こ
ま
で
い
く
と「
少

し
く
ら
い
」と
も
言
っ
て
い
ら
れ
な

い
数
字
で
す
。

☆
一
世
帯
当
り
の
年
間
CO2
削
減
効
果

87
㎏
＝
年
間
節
約
金
額
６
０
０
０

円
＝
削
減
率
１
・
５
％

（
出
典
：
環
境
省
／
環
の
く
ら
し
か

ら
）

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
地
球
温
暖
化
防
止
大

規
模
国
民
運
動「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」な

ど
と
連
携
を
図
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

の
生
活
・
行
動
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
や
、
新

た
な
環
境
技
術
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
視
点

を
置
い
て
、
環
境
保
全
活
動
の
普
及
、
啓
発
に

関
す
る
各
種
行
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

雨水貯留施設設置

貯留施設１基の容量 補助金額

100ℓ～ 500ℓ未満
購入経費の２分の１
（限度額30,000円）

500ℓ以上 （限度額50,000円）

新エネルギー活用施設

補助金額

太陽光エネルギー
１kWあたり26,000円
（４kW上限）

太陽熱エネルギー 30,000円（定額）

雨水貯留施設設置費、新エネルギー活用施設設置費に補助制度があります

詳しくは、生活環境課までお問い合わせください。

深刻な問題となっている地球温暖化。この解決のために、京
都議定書が平成17年２月16日に発効しました。2008～2012
年の第一約束期間に1990年比で、5.2％削減することを義務
付けています。
日本の目標は、温室効果ガス排出量６％の削減。これを実
現するための国民的プロジェクト、それがチーム・マイナ
ス６％（http://www.team-6.jp/）です。 
皆さんもチーム・マイナス６％に参加しませんか。
上田市役所も参加しています。

　 生活環境課　TEL23・5120

平
成
19
年
度

 

環
境
月
間

保育園にも設置、雨水貯留施設「たまるちゃん」
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「うえだ環境市民会議」参加者募集中
参加を希望される方は、生活環境課までご連絡ください。

市内全域の道路、駅前広場、公園、
緑地その他公共の場所で、空き
缶、ペットボトル、たばこの吸殻、
チューイングガムのかみかす、紙
くずなどのポイ捨ては禁止されて
います（10万円以下の罰金が課せ
られる場合もあります）。

全国市長会では、美しい日本を子ど
もたちに伝えるため、６月に「ごみ不
法投棄監視ウィーク」を設け、全国で
一斉に行動を起こすことになりまし
た。
上田市も、この行動に参加し、６月
第１週を行動期間として集中的なご
み不法投棄防止パトロールを実施し
ます。自治会や各種団体・個人など
でも、不法投棄をなくすための監視
活動を強めていただきますようお願
いします。

全国ごみ不法投棄
監視ウィーク
（６月第１週）

上田駅前清掃

担　　当 氏　　名 自治会

リーダー 栗田　たか子 上沢

東部地区 平林　くに子 中常田

南部地区 関川　久子 末広町

中央地区 母袋　貞子 海野町

北部地区 清水　たか子 上紺屋町

西部地区 斉藤　百合子 諏訪部

城下地区 木内　久美 諏訪形

塩尻地区 宮下　勝江 下塩尻

川辺・泉田地区 関谷　隆夫 築地

川辺・泉田地区 水谷　幸子 上田原

神川地区 佐藤　園子 みすず台南

神科地区 中村　あつ子 笹井

神科地区 斉藤　友子 金井

豊殿地区 久保田かよ子 小井田

東塩田地区 竹沢　朝代 柳沢

東塩田地区 池田　けさ子 富士山中組

中塩田地区 荒川　キヨ 八舞

西塩田地区 山極　立子 塩田新町

別所地区 鈴木　公子 院内

川西地区 木藤　一行 岡

川西地区 久保田　利江 下室賀

私たちが、
第６期ごみ減量
アドバイザーです！
ごみ減量アドバイザーは、ごみの分
別やリサイクルについてのアドバイ
ス、勉強会やイベントの企画など、
様々な活動を通じて上田市のごみの
減量に取り組んでいます。
ごみの分別や減量の仕方などでわか
らないことがあれば、お気軽にご相
談ください。

「ごみ減」チーム
平成18年度、市内８市民団体（※注）との食品トレーの使用品目削減の協定
への協力事業所スーパーが４社（アップルランド、イオンジャスコ武石店、
ベイシアフードマーケット、西源）拡大されました。
■以前よりご協力いただいている事業所（参考）
イオン㈱ジャスコ上田店、イトーヨーカ堂、㈱西友リヴィン上田店、㈱ツ
ルヤ、全日食チェーン長野協同組合、信州うえだ農業協同組合、㈱マツヤ、
㈱やおふく、㈲ワタナベ商店
◎食品トレー使用品目削減活動の概要
食品トレーについては、各事業所での回収だけでなく売る際にトレーを使
用しないことにより、ごみを出さない（排出抑制リデュース）ことを目的と
して各事業所と協力団体で協定を結び推進しています。

なるべくトレーを使用しない取り組
みについて市民の皆さんのご理解、
ご協力をお願いします。
※注　うえだ環境市民会議ごみ減、上

田市ごみ減量アドバイザー、上
田消費者の会、上田友の会、エコ
サポート21、学生地域くらし創
り考房こみっと、生活クラブ生
協上田支部、上田市連合婦人会

｢うえだエコ隊｣の任務は、指定の環境
家計簿をつけて、節電・節水・ごみの
減量などに取り組み、二酸化炭素の排
出量を減らすことです。
６か月間（７月～12月）実施し、記入し
た環境家計簿を提出してください。わ
ずかな気遣いで大きな効果がわかりま
す。家計の節約にもつながりますので、
気軽に楽しく取り組んでみませんか。
参加希望者は、６月22日㈬までに生活
環境課へお申し込みください。

家庭版ISO
｢うえだエコ隊｣で
家庭環境チェック!!

　 廃棄物対策課　TEL22・0666

大町市視察（小型水力発電） リサイクル施設見学

ポイ捨て禁止

四中生徒が、上田駅を清掃

18年度の体験学習の活動例です。

19年２月に食品トレー協定書押印（西源）
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情
報
ぴ
っ
く
・
あ
っ
ぷ

Information Pick Up

盛夏の
祭典

7/28㈯
開催 第36回「上田わっしょい」
参加連を大募集!!

　市民の夏祭り、「上田わっしょい」に参加される「連」を募集します。
真夏の夜にみんなで爽快な汗を流してみませんか。大勢の皆さんの参
加をお待ちしています。
募集内容◎「踊り連」「みこし連」「太鼓連」
応募方法◎自治会、職場、グループなどで参加希望の方は必要事項を記入
のうえ、ハガキまたはFAX、Eメールで事務局までお申し込みください
（〒386-8601/住所不要、FAX23・7355、E-mail：kanko@city.ueda.nagano.
jp）。６月15日㈮必着。応募用紙は市のホームページから取得できます。
記入上の注意◎「踊り連」として参加される場合は、「正調」「オリジナル（創
作）」のいずれの踊り方で参加するかを必ず明記してください。 ▼「踊り
連」での参加には、灯ろうが必要です。お持ちでない連は購入（8,000円）
するか、レンタル（1,000円）してください。ろうそく・和紙は実費負担（800
円）です。また、連を統率する責任者２名は「勤番はっぴ」を着用してい
ただきます。お持ちでない連はこちらも購入（１枚8,000円）か、レンタ
ル（１枚500円）してください。 ▼「踊り＆衣装コンテスト」は、希望する
連に限り審査を行い表彰します。
その他◎踊りのビデオを貸し出します。お気軽にお問い合わせください。
　上田わっしょい実行委員会事務局（ 観光課内）TEL23・5408

踊る！ 担ぐ！ たたく!!

１ 連    名 「                 　　　　　　　                              」

２ 参加形態 ・ 踊り（ 正 調・ オリジナル(創作) ）
・みこし　　　・ 太  鼓

３ 参加人数
         

大人（中学生以上）　　　 名
小学生以下　　　　　　 名　　計　　　名

４ 連絡先    団体・会社・学校名等（　　　　　　　　　）
代表者氏名   

住所（郵便番号からお願いします。） 
〒

電  話    　　　                FAX
携  帯
電子メールアドレス

 5 その他
「踊り」参加連
のみ

・連灯ろう　    ある・ない（購入・貸出）

・勤番はっぴ  ある・ない
　｛購入（　）枚・貸出（　）枚｝（２枚必要）             

・踊り＆衣装コンテスト
　参加する・参加しない
(希望の連のみ、踊りの中で審査します)

第36回上田わっしょい申込用紙

　

４
０
０
年
前
、
京
都
に
彗
星
の
ご
と

く
現
れ
た
歌
舞
伎
の
始
祖
・
阿
国（
お

く
に
）の
芸
と
愛
に
生
き
た
人
生
を
、

歌
と
踊
り
で
多
彩
に
演
出
す
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル「
阿
国
」。
１
９
９
０
年
の
初
演

以
来
再
演
を
重
ね
、
日
本
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
傑
作
と
し
て
各
方

面
か
ら
絶
賛
さ
れ
て
き
た
こ
の
名
作

が
、
生
島
足
島
神
社
の
歌
舞
伎
舞
台
で

上
演
さ
れ
ま
す
。
主
役
の
阿
国
を
、
女

優
の
木
の
実
ナ
ナ
さ
ん
が
演
じ
る
ほ

か
、
上
条
恒
彦
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る

名
優
が
多
数
出
演
し
ま
す
。

　

生
島
足
島
神
社
の
舞
台
用
に
ア
レ
ン

ジ
さ
れ
る
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ー

ジ
ョ
ン
の「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
阿
国
」を
ど
う
ぞ

お
見
逃
し
な
く
!!

公
演
日
時
◎
７
月
16
日
㈷
午
後
７
時
15

分
開
演（
６
時
15
分
開
場
）

会
場
◎
生
島
足
島
神
社
歌
舞
伎
舞
台

（
野
外
）
／
上
田
電
鉄
別
所
線
・
下

之
郷
駅
か
ら
徒
歩
３
分

チ
ケ
ッ
ト
◎
５
０
０
０
円

注
意
◎
チ
ケ
ッ
ト
は
６
月
1
日
㈮
か
ら

販
売
開
始
で
す
。
購
入
方
法
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
観
客
席
は
野
外
公
演
及
び
歌
舞
伎

舞
台
の
特
性
上
、さ
じ
き
席（
ブ
ロ
ッ

ク
枠
席
）と
な
る
予
定
で
す
。
イ
ス

席
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
▼
当
日
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
阿
国 

IN 

生
島
足
島
神
社

実
行
委
員
会
事
務
局（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
上
田

支
店
内
／
受
付
は
午
前
10
時
〜
午

後
６
時
、
水
曜
・
祝
日
は
休
み
）

　
　

TEL 

23
・
０
４
８
９

　
　

観
光
課　

TEL 

23
・
５
４
０
８

伝
統
の
歌
舞
伎
舞
台
で
初
公
演

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
阿
国
」

����



　

１
９
８
３
年
に
活
動
を
始
め
て
以
来
、
世
界
各

地
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
フ
ィ
ル
・
ブ
ラ
ス
・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
。
メ

ン
バ
ー
５
人
は
全
員
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
名
門

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」の

ト
ッ
プ
奏
者
た
ち
で
、
そ
の
重
量
感
あ
る
サ
ウ

ン
ド
と
パ
ワ
ー
は
多
く
の
音
楽
フ
ァ
ン
に
強
烈

な
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
彼
ら
が
７
月
、

丸
子
の
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

世
界
最
高
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
持
つ
彼
ら
の
演

奏
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
◎
７
月
13
日
㈮

　

午
後
６
時
30
分
開
演（
６
時
開
場
）

会
場
◎
セ
レ
ス
ホ
ー
ル（
丸
子
文
化
会
館
）

チ
ケ
ッ
ト
◎（
全
席
指
定
）一
般
／
３
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
／
２
０
０
０
円
、
親
子
券
／

５
０
０
０
円

　

丸
子
文
化
会
館　

TEL 

42
・
０
０
０
１

名門オーケストラのトップ奏者たちの競演

ニューヨーク・フィル・ブラス・クインテット　コンサート

上
田
の
魅
力
、
満
喫
の
旅

う
え
だ
ぐ
る
っ
と
探
険
第
２
弾
、参
加
者
募
集

平成19年度から税率が変更

個人住民税の
所得割が一律10％に 　新生上田市の魅力を再発見しようと

昨年スタートし、多くの方にご好評い
ただいている「うえだぐるっと探険」の
今年度第２弾。今回は、上田の千曲川
左岸と丸子地域を訪ねてまわります。
開催日時◎７月14日㈯午前８時30分か
ら午後５時ごろまで。
コース◎報恩寮（養護老人ホーム）見
学、豊上製菓㈱見学、マルチメディ
ア情報センター見学、地鶏弁当にて
昼食（旧宣教師館）、ラベンダーの摘
み取り体験（信州国際音楽村）、シナ
ノケンシ絹糸紡績資料館見学、依田
川河川敷散策。
集合場所◎上田城跡公園体育館前駐車場
定員◎25名（応募者多数の場合は抽選）
参加費◎1,500円（昼食代、入園料など）
申し込み◎①氏名、②住所、③電話番
号をハガキまたはFAXで「うえだぐ
るっと探険」係へ（〒386-8601 ／住所
不要、FAX23・5111）。７月２日㈪
必着。
　「うえだぐるっと探険」係
　　（ 秘書課内）TEL22・3435

　

こ
れ
ま
で
各
自
の
所
得
額
に
よ
り
、
３

段
階（
５
％
・
10
％
・
13
％
）に
分
か
れ
て

い
た
個
人
住
民
税（
市
県
民
税
）の
所
得

割
税
率
が
、
平
成
19
年
度
か
ら
所
得
の

多
い
少
な
い
に
関
係
な
く
、
一
律
10
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
国（
所
得
税
）か
ら
地
方（
住
民

税
）へ
の
税
源
移
譲
措
置
に
よ
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
今

年
１
月
か
ら
の
所
得
税
が
減
り
、
そ
の
ぶ

ん
６
月
か
ら
の
住
民
税
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
税

源
の
移
し
替
え
な
の
で
、
所
得
税
と
住

民
税
を
合
わ
せ
た
全
体
の
負
担
額
は
こ

れ
ま
で
と
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
今
年
は
、
①
定
率
減
税
の
廃
止
、

②
老
年
者
非
課
税
措
置
の
段
階
的
廃
止

と
い
っ
た
制
度
改
正
も
あ
り
、
実
際
に

は
税
負
担
が
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
19
年
度
の
納
税
額
は
、
給

与
所
得
者
の
方
は
勤
務
先
を
通
じ
て
、
個

人
事
業
者
や
年
金
受
給
者
の
方
は
、
６

月
中
旬
に
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
納
税
通
知
と
一
緒
に
お

配
り
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

TEL 

23
・
５
１
１
５

����



Information A La Carte

お
知
ら
せ

A La CarteInformation

女
性
の
た
め
の
暮
ら
し
の

中
の
悩
み
ご
と
相
談
所

　

女
性
人
権
擁
護
委
員
が
女
性
に
対
す
る

暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
同
士
の
い
じ

め
、
家
庭
内
の
悩
み
な
ど
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
当
日
会
場
へ
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
14
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

　

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
長
野

地
方
法
務
局
上
田
支
局
内
）

　
　

23
・
２
０
０
１

情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

無
料
経
営
相
談
を
開
き
ま
す

　

気
楽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
経
営
相

談
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
相
談
内
容　

経
営
上
の
悩
み
、
職
場
の

活
性
化
方
法
、
改
善
サ
ー
ク
ル
の
進
め

方
、
起
業
前
の
準
備
、
起
業
後
の
経
営

上
の
悩
み
、
事
業
計
画
の
作
り
方
、
転

職
先
で
の
固
有
技
術
の
生
か
し
方
、
職

場
の
人
間
関
係
の
作
り
方
、
ア
イ
デ
ア

を
知
的
所
有
権
で
保
護
す
る
に
は
、
特

許
に
す
る
に
は
な
ど
。

●
相
談
者　

末
広
繁
和
氏（
中
小
企
業
診

断
士
）

●
日
時　

６
月
13
日
㈬
、
７
月
11
日
㈬
、

８
月
８
日
㈬
、
９
月
12
日
㈬
、
10
月
11

日
㈭
、
11
月
12
日
㈪
、
12
月
12
日
㈬
の

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

●
申
し
込
み　

原
則
予
約
制
で
す
。
事
前

に
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
電
話
で
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

29
・
０
２
１
０

長
野
県
政
出
前
講
座

お
気
軽
に
ご
注
文
く
だ
さ
い

　

県
が
取
り
組
む
施
策
や
医
療
、
福
祉
、

環
境
な
ど
暮
ら
し
に
か
か
わ
り
の
深
い

１
２
９
テ
ー
マ
で
、
職
員
が
皆
さ
ん
の
希

望
に
応
じ
て
直
接
出
向
き
、
施
策
説
明
や

意
見
交
換
を
す
る
出
前
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

お
好
き
な
テ
ー
マ
で
、
土
日
や
祝
日
、

夜
間
を
問
わ
ず
説
明
に
伺
い
ま
す
。
お
聞

き
し
た
意
見
は
、
今
後
の
県
政
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。
職
員
の
派
遣
に
関
す
る
費

用
は
一
切
不
要（
会
場
費
な
ど
は
依
頼
者

負
担
）で
す
。
詳
し
く
は
県
広
報
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
総
務
部
広
報
課

　
　

０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
１
０

上田地域対象

ガ
ラ
ス
の
食
器
類
の

出
し
方
に
注
意
を

　

自
治
会
資
源
回
収
で
回
収
し
て
い
る

「
び
ん
類
」の
中
に
、
割
れ
た
お
皿
や
グ
ラ

ス
な
ど
の
食
器
類
が
混
じ
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

食
器
類
は
、
び
ん
と
は
材
質
が
異
な
る

た
め
、
資
源
回
収
で
は
な
く「
そ
の
他
の

燃
や
せ
な
い
ご
み
」の
指
定
袋
に
入
れ
て

お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

22
・
０
６
６
６

犬
、
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に

一
部
助
成
し
ま
す

　

６
月
中
に
犬
、
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
を

受
け
る
と
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
長
野
県

動
物
愛
護
会
上
小
支
部（
上
田
保
健
所
内
）

が
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
頭
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
近

く
の
獣
医
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

上
田
保
健
所　

25
・
７
１
５
３

依
田
窪
プ
ー
ル

６
月
30
日
オ
ー
プ
ン

　

６
月
30
日
午
後
１
時
か
ら
７
月
１
日
の

２
日
を
無
料
開
放
し
ま
す
。
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
な
お
、
２
日
か
ら
通
常
営
業
と

な
り
ま
す
。

●
営
業
期
間　

６
月
30
日
㈯
〜
８
月
26
日

㈰
●
営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

●
入
場
料　

子
ど
も
１
０
０
円

　
　
　
　
　

大
人
３
０
０
円

　

丸
子
地
域
振
興
公
社

　
　

42
・
１
０
０
３

４
・
５
月
に
未
接
種
の
犬
を

対
象
に
予
防
注
射
を
実
施

　

春
の
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬
を

対
象
に
、狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

●
費
用　

新
規
登
録
の
犬
６
２
２
０
円

　
（
注
射
料
含
む
）、
登
録
済
の
犬
３
２
２

　

０
円

◆
上
田
地
域

●
日
時　

６
月
24
日
㈰

●
場
所　

上
野
が
丘
公
民
館
／
午
前
８
時

50
分
〜
９
時
20
分
、
上
田
合
同
庁
舎
正

面
玄
関
前
／
午
前
９
時
40
分
〜
10
時
30

分
、
塩
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
／
午
前

今
月
の
表
紙

　５月３日、元気いっぱいの入場行
進で第36回丸子少年野球大会が開幕
しました。丸子地域の野球人口を支
えてきた歴史ある大会で、試合を通
して野球の楽しさ、チームワークの
大切さを学びます。幼稚園児から小
学６年生までの選手211人を代表し、
「長瀬JSC」の主将・片平慎也くん（小
６）が選手宣誓を行い、チーム一丸全
力野球を誓いました。試合は、青木
村や長和町のチームを含む全12チー
ムのリーグ戦で、７月下旬まで毎週
開催されます。

丸子少年野球大会開幕

����



上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

11
時
〜
11
時
30
分

◆
丸
子
地
域

●
日
時　

７
月
８
日
㈰

●
場
所　

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
庁
舎

前
駐
車
場
／
午
前
８
時
30
分
〜
９
時

　

生
活
環
境
課　

23
・
５
１
２
０

　
　

市
民
生
活
課　

42
・
１
２
１
６

上
田
図
書
館
・
創
造
館
分
室

休
館
に
ご
理
解
を

　

上
田
図
書
館
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工

事
の
た
め
に
、
創
造
館
分
室
で
は
図
書
整

理
の
た
め
次
の
期
間
休
館
と
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
休
館
期
間

・
上
田
図
書
館
／
６
月
15
日
㈮
〜
７
月
16

日
㈪

・
創
造
館
分
室
／
７
月
３
日
㈫
〜
６
日
㈮

　

上
田
図
書
館
、
創
造
館
分
室
に
あ
る
図

書
は
、
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
で
取
り

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
返
却

ボ
ッ
ク
ス
は
使
用
で
き
ま
す
。

　

上
田
図
書
館　

22
・
０
８
８
０

　
　

創
造
館
分
室　

27
・
１
７
５
８

こ
れ
か
ら
の
時
期
の

花
粉
症
を
防
ご
う
！

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
イ
ネ
や
ブ
タ
ク

サ
の
花
粉
症
の
発
症
が
増
え
ま
す
。
花

粉
症
の
方
の
数
は
年
々
増
加
傾
向
で
、

２
０
０
２
年
の
厚
生
労
働
省
の
全
国
対
象

疫
学
調
査
で
は
、
15
歳
以
下
の
小
児
の
花

粉
症
は
、
10
・
２
％
。
特
に
、
小
中
学
生

は
ブ
タ
ク
サ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
率
が
高
く
、

学
校
や
通
学
路
周
辺
の
除
草
で
発
症
予
防

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
発
症
し
て
い
な
い
方
も
、
大
量

の
花
粉
に
あ
う
と
発
症
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
油
断
せ
ず
に
、
マ
ス
ク
や
め
が

ね
の
着
用
、
こ
ま
め
な
清
掃
、
洗
顔
な
ど
、

花
粉
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

健
康
推
進
課　

23
・
８
２
４
４

修
繕
工
事
の
た
め

鹿
月
荘
が
臨
時
休
館

　

６
月
11
日
㈪
〜
７
月
２
日
㈪
ま
で
の
22

日
間
、館
内
の
修
繕
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
６
月
28
日
㈭
〜
７
月
２
日

㈪
の
５
日
間
は
休
館
と
な
り
ま
す
が
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
６
月
11
日
㈪
〜
27
日
㈬
ま
で
の

17
日
間
は
修
繕
工
事
と
併
用
し
て
一
部
営

業
し
ま
す
。

　

国
民
宿
舎
鹿
月
荘

　
　

44
・
２
２
０
６

子育てサークル説明会
はろー・マムズを開催
　就園前のお子さんとご家族を対
象に、市内で活動中の子育てサー
クルの説明会を行います。情報を
知りたい方、最近転入され「親子と
もに友だちがほしい」と思っている
方など、お気軽にご参加ください。
●日時　６月18日㈪
　　　　午前10時～正午
●場所　中央公民館３階和室
●その他　親子ふれあい遊びやパ
ネルシアターなどもあります。
　 子育て･子育ち支援課
　　TEL23･5106
　　神科第二保育園
　　TEL21･1222
　　南部保育園
　　TEL26･3096
　　塩田中央保育園
　　TEL38･7120

お知らせ

エコ･ハウス
TEL23･5144
　リサイクル･リフォームで生まれ変わ
る楽しさを体験しませんか。
布ぞうり作り
日時◆６月18日㈪･25日㈪
　　　10:00 ～ 15:00（２回コース）
持ち物◆ゆかたなど木綿の布、ものさし

（30㎝）、はさみ、弁当
参加費◆130円
定員◆10名

着物からパフ小物入れ
日時◆６月21日㈭10:00 ～ 15:00
持ち物◆着物、裁縫道具、厚紙20cm角、

型紙用紙、弁当
参加費◆400円
定員◆10名

銀粘土でアクセサリー作り
　使用済の写真現像液や定着液などから
ストラップを作ります。
日時◆６月19日㈫10:00 ～ 15:00
持ち物◆磨き作業用にぼろ布、弁当
参加費◆600円
定員◆10名

さき織り教室
日時◆６月28日㈭10:00 ～ 12:00
　　　※当日は織り方の説明を行い、後

日実際に織ります。
持ち物◆不用になった着物
参加費◆600円
定員◆15名

デジタルカメラ講座　入門編
日時◆６月10日㈰13:30 ～ 16:00
対象◆パソコン経験者
料金◆1,500円
定員◆16名（要事前申し込み）

デジタルカメラ講座　写真加工編
日時◆６月17日㈰13:30 ～ 16:30
対象◆パソコン経験者
料金◆2,000円
定員◆16名（要事前申し込み）

マルチメディア
情報センター
TEL39･1000
URL http://www.umic.jp/
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Information A La Carte

催
し

A La CarteInformation

第
３
回
松
尾
町

真
田
坂
職
人
フ
ェ
ア
ー

　

と
っ
て
お
き
の
プ
ロ
の
技
教
え
ま
す
。

●
開
催
日　

６
月
14
日
㈭
〜
16
日
㈯

●
場
所　

松
尾
町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

真
田
坂
キ
ネ
マ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
幻
灯
舎

●
内
容
／
募
集
人
数

・
む
ぎ
の
里「
お
や
き
教
室
」募
集
15
名

・
一
二
三
堂
印
舗「
書
道
と
て
ん
刻
教
室
」

募
集
20
名

・
グ
リ
ー
ン
オ
ー
ク
①「
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
」、
②「
ブ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
」募

集
各
20
名

・
美
容
室
い
ち
ば
ん
星
①｢

お
母
さ
ん
の

た
め
の
カ
ッ
ト
講
座｣

、
②「
小
顔
マ
ッ

サ
ー
ジ
講
座
」募
集
各
20
名

・
ビ
ジ
ネ
ス
志
摩
①「
手
づ
く
り
カ
ー
ド

教
室
」、
②「
立
体
動
画
づ
く
り
」募
集

各
15
名

・
幻
灯
舎
カ
フ
ェ
ミ
ン
ト「
英
国
風
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
講
座
」募
集

20
名

・
や
ま
ぎ
わ
薬
局「
喫
煙
の
害
と
禁
煙
講

座
そ
の
２
」募
集
15
名

・
松
尾
カ
メ
ラ「
デ
ジ
タ
ル
写
真
教
室
＝

記
念
写
真
を
仕
上
げ
よ
う
」募
集
10
名

・
ブ
ラ
ウ
ス
の
ラ
ッ
キ
ー
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
便
利
な
利
用
方
法
」募
集
15

名
・
上
田
病
院「
栄
養
士
が
教
え
る
健
康
の

た
め
の
料
理
講
座
」募
集
20
名

●
申
し
込
み　

幻
灯
舎
へ（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

●
締
め
切
り　

６
月
11
日
㈪

●
注
意　

講
座
に
よ
っ
て
持
ち
物
、
材
料

費
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催

時
間
、
場
所
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

幻
灯
舎　

21
・
７
２
８
０

　
　
　
　
　
　

26
・
８
５
７
０

第
29
回
ス
ポ
ー
ツ
天
国

信
州
ス
カ
イ
パ
ー
ク
へ
行
こ
う

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時　

７
月
14
日
㈯
、
受
付
／
午
前
８

時
30
分
〜
、
開
会
式
／
午
前
９
時
15
分

〜
●
場
所　

松
本
平
広
域
公
園
信
州
ス
カ
イ

パ
ー
ク
全
域

●
内
容　

集
団
リ
レ
ー
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
、
キ
ン
ボ
ー
ル
ほ
か（
要
事
前
申
し

込
み
）。ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、健
康
相
談
、

体
力
測
定
ほ
か（
自
由
参
加
）。

●
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
、ま
た
は
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局
へ
。

●
応
募
締
切　

６
月
13
日
㈬

＜広告欄＞

お知らせ
老人保健制度が平成 20年４月から
後期高齢者医療制度に変わります
　今まで老人保健で医療を受けてきた75歳以上の方の医療制度が、平
成20年４月から都道府県単位の「後期高齢者医療制度」としてスタート
します。75歳以上の後期高齢者の方の心身の特性や生活実態から高齢
社会に対応した仕組みとして、高齢者の独立した医療制度です。詳細
について順次お知らせをしていきます。今回は概要をお知らせします。
●対象　75歳以上の方全員が対象の独立した制度です。（一定の障害が
ある方は65歳以上）現在加入している医療保険から抜けて新制度に
加入します。

●保険証　新しい保険証が一人１枚交付されます。
●給付　自己負担は１割か３割で、今までの老人保健と変わりません。
●保険料　原則として年金から引かれます。これまで保険料負担のな
かった社会保険などの扶養になっていた方も保険料を納めます。加
入される方の一人ひとりが負担する「均等割額」と所得に応じて負担
する「所得割額」の合計となります。
　 国保年金課　℡22･4100（内線1367）
　　 市民生活課　℡42･1053
　　 市民生活課　℡72･0154
　　 市民生活課　℡85･2827

����



上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

●
参
加
費　

種
目
ご
と
異
な
り
ま
す
。
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
天
国
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

０
２
６
３
・
86
・
０
２
１
８

　
　

０
２
６
３
・
86
・
０
２
０
４

　
　

メ
ー
ルtaiikucenter@pref.nagano.jp

初
夏
の
高
原
と

自
然
を
楽
し
む
会

　

普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
焼
山
牧

場
内
に
、
今
回
に
限
り
入
場
で
き
ま
す
。

牧
場
監
視
員
と
講
師
の
説
明
を
交
え
、
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
咲
き
誇
る
初
夏
の
美
ヶ
原
高

原
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。
標
高
２
０
０
０

ｍ
の
高
原
を
歩
き
ま
す
の
で
、
登
山
の
で

き
る
服
装
、
履
物
、
雨
具
は
必
携
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
体
調
が
万
全
で
な
い
方
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
30
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
現
地
集
合
）

●
場
所　

美
ヶ
原
高
原
焼
山
牧
場
内

●
定
員　

25
名

●
費
用　

２
０
０
円（
保
険
料
）

●
申
し
込
み　

６
月
20
日
㈬
ま
で
に
自
然

保
護
セ
ン
タ
ー
（
木
曜
日
休
館
）へ
。

　

長
野
県
美
ケ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

　
　

０
２
６
３
・
31
・
２
８
０
７

サ
ロ
ン
ト
ー
ク

あ
の
頃こ

ろ

の
池
波
さ
ん

　

作
家
・
池
波
正
太
郎
の
素
顔
を
二
人
の

講
師
が
語
り
ま
す
。
当
日
は
、
企
画
展
・

挿
絵
と
写
真
で
み
る
池
波
正
太
郎「
蝶
の

戦
記
」展
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
日
時　

６
月
９
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
講
師　

田
村
邦
男
さ
ん（
フ
リ
ー
カ
メ

ラ
マ
ン
）と
鶴
松
房
治
さ
ん（
当
館
及
び

台
東
区
池
波
正
太
郎
記
念
文
庫
指
導

員
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
）

●
定
員　

50
名

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
真
田
太
平

記
館
へ
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

28
・
７
１
０
０

乳
児
院
で
開
催

母
と
子
の
集
い

●
日
時　

６
月
15
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時

●
場
所　

乳
児
院（
産
院
の
隣
）

●
内
容　

親
子
で
手
作
り
お
や
つ
を
食
べ

な
が
ら
、
楽
し
く
遊
ん
だ
り
語
り
合
い

ま
し
ょ
う
。
病
児
の
看
護
方
法
と
食
事

に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
ま
す
。

●
対
象　

６
〜
24
か
月
児
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

10
組（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

６
月
９
日
㈯
〜
13
日
㈬
の

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
に
電
話
で
乳
児

院
へ
。

　

乳
児
院　

27
・
４
４
０
８

＜広告欄＞

上田情報ライブラリー
TEL29･0210
上田演劇塾による朗読劇
日時◆６月16日㈯18:30開演、18:00開場
内容◆ブレーメンの音楽隊ほか
定員◆80名　料金◆500円
申し込み◆電話で。

配色すてきにセンスアップ講座
日時◆６月23日～８月18日
　　　毎週土曜日（６月30日は休講）
　　　10:30 ～ 12:00
内容◆配色の感度チェックやトーンによ

る配色技、配色のセンスを身に付
けます。

講師◆牧谷孝則氏（元信州大学感性工学
科教授･前多摩美術大学講師）

定員◆15名
料金◆7,000円　教材◆2,800円
申し込み◆６月18日㈪までに電話で。

絵本・読み聞かせ人材養成講座
日時◆６月24日～平成20年１月26日の毎

月第４土曜日（初回のみ第４日曜
日）13:00 ～ 15:00

内容◆子どもに絵本を読み聞かせる基本
から応用までの理論と方法を学び
ます。

講師◆稲垣勇一氏（読書アドバイザー、
　　　絵本講師の民間資格者）ほか
定員◆30名　料金◆3,000円
申し込み◆６月16日㈯までに電話で。

初めてのインターネット
　インターネットの基礎的な操作から、
テーマに沿った情報探しの実習、信頼で
きる情報の集め方まで、一からじっくり
学びましょう。
日時◆６月15日㈮･22日㈮、７月６日㈮
　　　10:30 ～ 12:00
対象◆インターネット初心者
定員◆15名
受講料◆2,000円　テキスト代◆500円
申し込み◆６月13日㈬までに電話で。
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Information A La Carte

上
田
子
ど
も
劇
場

第
29
回
地
域
公
演

●
期
日　

６
月
16
日
㈯

●
時
間
・
場
所　

午
前
11
時
〜
／
豊
殿
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
午
後
５
時
〜

／
西
部
公
民
館

●
内
容　

人
形
劇
３
作
品（
約
50
分
）

●
チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
１
３
０
０
円
、
当

日
１
５
０
０
円（
３
歳
以
上
は
チ
ケ
ッ

ト
要
。
３
人
目
か
ら
家
族
割
引
あ
り
）

　

上
田
子
ど
も
劇
場
事
務
局

　
　

27
・
４
７
５
６

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　
「
お
話
を
楽
し
む
会
」の
皆
さ
ん
に
よ

る
、
楽
し
い
お
話
の
世
界
を
ご
一
緒
に
ど

う
ぞ
。

●
日
時　

６
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

●
内
容　

か
え
る
や
雨
を
テ
ー
マ
に
し
た

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
。

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

42
・
２
４
１
４

講
座
・
教
室

A La CarteInformation

買
い
物
途
中
で
健
康
づ
く
り

　

毎
月
21
日
は
市
民
健
康
づ
く
り
の
日
。

買
い
物
の
つ
い
で
に
ご
自
身
や
ご
家
族
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
、
毎
日
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
が
ん
・
脳
出
血
・
脳
梗
塞
・

心
筋
梗
塞
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
21
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

ジ
ャ
ス
コ
上
田
店
１
階
中
央
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
付
近

●
内
容　

血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
事
指
導
、

乳
が
ん
を
自
分
で
見
つ
け
る
方
法
の
紹

介
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

健
診
、
健
康
相
談
ほ
か
。

　

健
康
推
進
課　

28
・
７
１
２
３

リ
ラ
ッ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー

　

自
分
の「
心
」と「
体
」を
見
つ
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
か
？
心
と
体
を
ほ
ぐ

し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
１
回
目　

７
月
５
日
㈭
午
後
１
時
〜
３

時
、
講
演「
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
こ
こ

ろ
の
病
気
〜
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き

合
お
う
〜
」（
仮
）、講
師
／
精
神
科
医
師

●
２
回
目　

７
月
12
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
、
実
技「
ア
ロ
マ
を
使
っ

て
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
」、
講
師
／
南

信
次
氏（
ス
ポ
ー
ツ
シ
テ
ィ
千
曲
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）、
当
日
は
運
動
し
や
す
い

格
好
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
３
回
目　

７
月
19
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
、
調
理
実
習
／
「
き
ち
ん

と
食
べ
て
ス
ト
レ
ス
に
強
い
か
ら
だ
を

つ
く
ろ
う
」、
講
師
／
三
木
千
鶴
子
氏

（
管
理
栄
養
士
）、
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
費
）

●
申
し
込
み　

健
康
推
進
課
へ
電
話
で
。

●
締
め
切
り　

６
月
22
日
㈮

　

健
康
推
進
課　

23
・
８
２
４
４

長
野
病
院

第
18
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

６
月
16
日
㈯

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時

●
場
所　

長
野
病
院（
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
）

●
演
題　

災
害
時
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

●
講
師　

大
澤
道
彦
副
院
長

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
無
料
）

　

長
野
病
院　

22
・
１
８
９
０

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

７
月
開
講
講
座

●
日
時
・
内
容

・
手
作
り
で
癒
し
の
ア
ロ
マ
／
火
曜
日
、

７
月
３
日
開
始
、
４
回
、
午
後
７
時

〜
、
定
員
15
名
、
受
講
料
８
０
０
円
、

材
料
費
２
０
０
０
円

・
手
作
り
パ
ン
と
簡
単
ス
イ
ー
ツ
／
木

曜
日
、
７
月
５
日
開
始
、
３
回
、
午

後
６
時
45
分
〜
、
定
員
10
名
、
受
講
料

６
０
０
円
、
材
料
費
２
４
０
０
円

●
場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
対
象　

事
業
所
な
ど
に
勤
務
す
る
35
歳

ま
で
の
方

●
申
し
込
み　

６
月
19
日
㈫
か
ら
開
始
日

＜広告欄＞

催し　前ページの続き
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

の
１
週
間
前
ま
で
に
、
受
講
料
・
材
料

費
と
利
用
者
協
議
会
費
５
０
０
円（
19

年
度
未
加
入
の
方
の
み
）を
添
え
て
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
。
先
着
順
。
電
話

の
仮
予
約
可
。
６
月
19
日
〜
21
日
㈭
は

正
午
か
ら
受
付
。

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　

22
・
７
１
１
７

紫
式
部
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

６
月
23
日
㈯
〜
29
日
㈮
は
、
男
女
共
同

参
画
週
間
で
す
。
今
年
の
標
語
は「
い
い

明
日
は
仕
事
と
暮
ら
し
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

で
す
。
期
間
中
、
次
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
源
氏
物
語
を
通
し
て
、
紫
式
部
が
伝

え
た
か
っ
た
こ
と
は
？
そ
の
熱
い
思
い
を

読
み
と
り
、
私
た
ち
の
現
代
の
生
き
方
を

考
え
ま
す
。

●
第
１
回　

６
月
26
日
㈫
、「
光
源
氏
を
と

り
ま
く
女
性
た
ち
」

●
第
２
回　

７
月
３
日
㈫
、「
宇
治
十
帖
に

登
場
す
る
女
性
た
ち　

そ
し
て
千
年
昔

の
男
と
女
か
ら
千
年
後
の
男
女
共
同
参

画
へ
」

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う（
会
議
室
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
へ
電

話
で
。

●
託
児　

希
望
者
は
６
月
19
日
㈫
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

23
・
５
２
４
５

東
信
地
区
糖
尿
病
講
演
会

●
日
時　

７
月
１
日
㈰

　
　
　
　

午
前
9
時
45
分
〜
11
時
50
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
内
容　

演
題
／
「
糖
尿
病
と
は
」、
講

師
／
石
川
守
氏（
丸
子
中
央
総
合
病
院

内
科
医
長
）、
特
別
講
演
演
題
／
「
笑

い
で
免
疫
力
ア
ッ
プ
」、
講
師
／
立
川

談
慶
氏（
落
語
家
）

　

丸
子
中
央
総
合
病
院

　
　

42
・
１
１
１
１

お
酒
を
や
め
た
い
方
へ

断
酒
会
の
ご
案
内

　

百
薬
の
長
と
呼
ば
れ
る
お
酒
も
、
飲
み

方
に
よ
っ
て
は「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」と

な
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
癖
や

習
慣
で
な
く
病
気
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
の
方
、
お
酒
を
や
め
た
い
、
本
人
や

ご
家
族
が
集
ま
り
飲
酒
体
験
を
語
り
、
１

日
１
日
断
酒
し
て
い
る
会
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
断
酒
会

●
日
時
・
場
所　

毎
週
木
曜
日
の
午
後

７
時
30
分
〜
９
時
／
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
第
１
・
３
月
曜
日
の
午
後
７
時

〜
９
時
／
長
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

本
人
、
家
族

◆
Ａ
・
Ａ

●
日
時
・
場
所　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
７

時
〜
９
時
／
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

本
人
の
み

◆
ア
ラ
ノ
ン

●
日
時
・
場
所　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
１

時
〜
２
時
／
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

家
族
の
み

　

健
康
推
進
課　

28
・
７
１
２
３

＜広告欄＞

お知らせ
新しい委員さんです
　大塚貢教育委員と笹井壽美枝固定資産評
価審査委員の任期満了により、新しい委員が
選任されました。

教
育
委
員

春
原
秀
一
さ
ん

（
す
の
は
ら･

し
ゅ
う
い
ち
）

任
期
は
平
成
23
年
４
月
28
日

ま
で
の
４
年
間
。
元
第
一
中

学
校
長
。
材
木
町
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

松
井
重
徳
さ
ん

（
ま
つ
い
・
し
げ
の
り
）

任
期
は
平
成
22
年
４
月
28
日

ま
で
の
３
年
間
。
司
法
書
士
。

神
畑
。

����



Information A La Carte

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

育
成
グ
ル
ー
プ
追
加
募
集

　

講
座
の
終
了
者
で
行
っ
て
い
る
、
育
成

グ
ル
ー
プ
の
追
加
募
集
を
し
ま
す
。

●
募
集
講
座　

毛
筆
習
字（
火
曜
会
、
き

さ
ら
ぎ
の
会
、桂
墨
会
）／
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
す

ず
ら
ん
）
／
透
明
水
彩
画（
ヴ
ァ
ッ
サ

絵
グ
ル
ー
ポ
、遊
彩
彩
）
／
木
彫
り（
木

彫
り
の
会
）
／
茶
道
裏
千
家（
木
曜
会
）

／
木
目
込
み
人
形（
お
も
と
会
）
／
庭

造
り（
り
ん
ど
う
の
会
）
／
海
外
旅
行

用
英
会
話
、
日
常
英
会
話（
オ
ニ
オ
ン

リ
ン
グ
）
／
太
極
拳（
太
極
拳
さ
わ
や

か
、
太
極
拳
月
曜
会
）
／
ヨ
ガ（
さ
く

ら
の
会
、
五
月
の
会
、
パ
ン
ジ
ー
の
会
）

●
申
し
込
み　

６
月
20
日
㈬
ま
で
に
市
民

プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

27
・
２
９
８
８

第
２
回
小
県
医
師
会

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
日
時　

７
月
１
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
内
容　

講
演
／
「
10
歳
若
返
る
！
”イ

ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
“の
秘
密
」、
講
師

／
能
勢
博
氏（
信
州
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
教
授
）、
健
康
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

／
「
運
動
の
す
す
め―

体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う―

」

　

小
県
医
師
会　

24
・
１
０
２
２

に
こ
に
こ
赤
十
字
健
康
教
室

参
加
者
募
集

●
日
時　

６
月
29
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
２
時
30
分（
受
付
開
始
10
時
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
バ
イ
キ
ン

グ
昼
食
な
ど
。

●
対
象　

60
歳
以
上
の
方

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
み　

電
話
で
６
月
20
日
㈬
ま
で
に

福
祉
課
へ
。

●
そ
の
他　

昼
食
は
用
意
し
ま
す
。
バ
ス

の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

福
祉
課

　
　

22
・
４
１
０
０（
内
線
１
６
０
２
）

募
集

A La CarteInformation

依
田
窪
プ
ー
ル
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

●
募
集　

監
視
員
10
名
、
看
護
師
若
干
名

●
勤
務　

期
間
／
６
月
30
日
㈯
〜
８
月
26

日
㈰
、
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
、
監
視
員
／
プ
ー
ル
の
監
視
及
び

清
掃
な
ど
、
看
護
師
／
け
が
の
応
急
処

置
●
賃
金　

監
視
員
／
日
額
６
１
０
０
円
、

看
護
師
／
日
額
７
２
０
０
円

●
応
募
資
格　

原
則
と
し
て
１
日
勤
務

で
き
る
方
で
、
監
視
員
は
満
18
歳
以
上

65
歳
ま
で
の
健
康
な
方（
高
校
生
は
不

可
）、
看
護
師
は
看
護
師
資
格
を
お
持

ち
の
方
。

●
応
募
方
法　

写
真
付
き
履
歴
書
を
６

月
11
日
㈪
ま
で
に
丸
子
地
域
振
興
公
社

（
丸
子
地
域
自
冶
セ
ン
タ
ー
３
階
）へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
看
護
師
へ
応
募
の

方
は
、
証
明
書（
複
写
）を
添
付
。

●
採
用　

履
歴
書
持
参
の
際
に
面
接
を
行

い
、
締
め
切
り
後
１
週
間
以
内
に
通
知

し
ま
す
。

　

丸
子
地
域
振
興
公
社

　
　

42
・
１
０
０
３

女
性
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

教
室
参
加
者
追
加
募
集

●
日
時　

５
月
９
日
〜
７
月
11
日
ま
で

（
毎
週
水
曜
日
・
全
10
回
）午
後
７
時
30

分
〜
９
時

●
場
所　

北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方（
学
生

を
除
く
）

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円

●
応
募
期
限　

教
室
開
催
中
随
時
募
集

●
申
し
込
み　

参
加
料
を
添
え
て
体
育
課

へ
。

　

体
育
課　

23
・
６
３
７
２

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

ほ
た
る
祭

●
日
時　

６
月
23
日
㈯
午
前
11
時
〜

●
場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

●
内
容　

ほ
た
る
観
察
、
太
鼓
の
演
奏
な

＜広告欄＞

講座・教室　前ページの続き
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

ど
の
各
種
催
し
物
、
た
け
の
こ
汁
の
無

料
配
布
、
焼
き
鳥
・
生
ビ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー

ス
の
出
店
な
ど
。

　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　
　

31
・
１
１
２
６

ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集
中

　

各
団
に
よ
っ
て
募
集
内
容
が
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
各
団
連
絡
先
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

団体名 責任者 連絡先

ボーイ
スカウト

上田第５団 宮下　貞夫 22・2341

上田第13団 小林　敬定 38・8078

上田第14団 松山十九生 31・3727

ガール
スカウト

長野県第５団 原田ゆう子 22・4395

長野県第25団 宮崎　洋子 24・3306

　 生涯学習課　TEL23･6370

花
を
育
て
隊
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

花
を
育
て
隊
は
、
市
内
各
所
に
あ
る
花

壇
へ
花
苗
を
植
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。 

花
づ
く
り
に
つ
い
て
の

お
し
ゃ
べ
り
や
、
世
間
話
を
し
な
が
ら
の

楽
し
い
作
業
で
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
20
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜

１
時
間
程
度

●
集
合　

上
田
城
跡
公
園
内
市
民
プ
ー
ル

西
側

●
持
ち
物　

移
植
ご
て
、
帽
子

●
申
し
込
み　

６
月
19
日
㈫
正
午
ま
で
に

公
園
緑
地
課
へ
。

　

公
園
緑
地
課

　
　

23
・
５
１
３
４

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

２
級
課
程
受
講
生
募
集

●
講
習
期
間　

７
月
18
日
㈬
〜
10
月
４
日

㈭
の
う
ち
22
日
間

●
対
象　

上
田
市
、
東
御
市
、
小
県
郡
に

在
住
で
、
開
講
日
現
在
57
歳
以
上
68
歳

以
下
で
雇
用
・
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方
。

●
定
員　

24
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）、
受
講
料
無
料

●
募
集
期
間　

６
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮

●
申
し
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田（
℡

23
・
８
６
０
９
）ま
た
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
そ
の
他　

講
習
最
終
日
に
は
合
同
面
接

会（
就
職
相
談
会
）を
開
催
し
ま
す
。

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

23
・
６
０
０
２

税
務
職
員
を
募
集

　

国
税
局
や
税
務
署
で
国
税
に
つ
い
て
の

調
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
、
税
務
職
員
の

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
受
付
期
間　

６
月
26
日
㈫
〜
７
月
３
日

㈫（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

●
試
験
日　

第
１
次
試
験
９
月
９
日
㈰

●
申
込
先　

人
事
院
関
東
事
務
局

　
（
〒
３
３
０―

９
７
１
２
さ
い
た
ま
市

中
央
区
新
都
心
１―

１
）。国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

上
田
税
務
署
総
務
課

　
　

22
・
１
２
３
４

　
　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　
　

０
４
８
・
６
０
０
・
３
１
１
１

広
報
う
え
だ
に
掲
載
す
る

四
コ
マ
ま
ん
が
を
募
集

　

読
者
の
皆
さ
ん
が
か
い
た「
四
コ
マ
ま

ん
が
」を
、
広
報
う
え
だ
に
掲
載
し
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
秘
書
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
サ
イ
ズ　

横
６
㎝
×
縦
17
㎝
程
度

●
色　

黒
一
色

　

秘
書
課　

22
・
３
４
３
５

＜広告欄＞

上田市
携帯サイト

����



うえだ
見聞録 上

田
城
櫓（
南
・
北
・
西
）

　

真
田
信
之
の
後
、
上
田
城
主
と
な
っ
た

仙
石
忠
政
は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
後
に
破
壊

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
城
を
修
復

し
、
本
丸
に
櫓や

ぐ
らを
七
つ
建
て
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
現
在
残
っ

て
い
る
三
つ
の
櫓
は
県
宝
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
遠
く
の
敵
の
様
子
を

う
か
が
っ
た
り
、
鉄
砲
で
攻
撃
す
る
た
め

の
建
物
で
、
高
い
石
垣
の
上
に
２
階
建
て

の
も
の
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
会
館
か
ら
見
て
向
か
っ
て
左
側
・

南
櫓
の
下
に
は
、
立
派
な
石
垣
が
天
然
の

要
害「
尼あ
ま

ケが

淵ふ
ち

」か
ら
切
り
立
つ
断
崖が

い

に
築

か
れ
て
い
ま
す
。
尼
ケ
淵
は
千
曲
川
の
分

流
で
、
一
番
下
の
石
垣（
写
真
上
）は
、
江

戸
時
代
に
大
水
か
ら
崖が
け

を
守
る
た
め
に
築

か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
近
年
、

そ
の
一
部
が
崩
れ
た
た
め
、
修
復
を
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
崖
の
中
程
に
見
え
る
石
垣
は
江

戸
時
代
以
降
、
何
回
か
に
わ
た
っ
て
積
ま

れ
た
も
の
で
す
。
長
雨
で
石
垣
が
崩
れ
た

た
め
、
昨
年
度
、
大
規
模
な
修
復
を
実
施

し
ま
し
た
。
中
央
の
三
角
に
崖が
け

面め
ん

が
露
出

し
て
見
え
る
部
分
は
、
も
と
も
と
崖
が
張

り
出
し
て
お
り
、
石
垣
を
積
む
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
箇
所
で
す
の
で
、
史
実
ど
お

り
に
復
元
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
尼
ケ
淵
に
面
す
る
ふ
た
つ
の
櫓

は
日
没
か
ら
午
後
10
時
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
し
て
い
ま
す
。
尼
ケ
淵（
城
跡
駐
車

場
）か
ら
見
え
る
、
勇
壮
な
櫓
の
姿
を
ぜ

ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

今月の投稿作品（3月24日～ 4月23日到着分）
短歌…49首　俳句…128句　川柳…86句
計…263作品

入
選

草
餅
に
指
の
あ
と
あ
り
老
妻
の
皺
深
き
掌て

の
見
ゆ
る
ご
と
く
も

 

小　
　

牧　

宮
島　
　

正

桜
花
雲
湧
く
ご
と
く
舞
い
上
り
や
が
て
降
り
ゆ
く
峡か
い

の
駅
舎
に

 

御　
　

所　

児
玉　

保
江

陽
溜
り
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
空
を
も
ち
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
は
春
唄
い

出
す 

丸　
　

堀　

長
谷
川　

貢

佳
作

寒
き
朝
床
の
ぬ
く
も
り
さ
り
が
た
く
目
を
閉
じ
じ
っ
と
時
計
の
音

聞
く 

常　
　

入　

関　
　

礼
子

福
寿
草
有
る
を
示
せ
る
棒
立
て
て
夫
は
逝
き
た
り
花
も
見
ず
し
て

 

手　
　

塚　

樋
口
も
と
子

校
庭
の
桜
吹
雪
に
転
げ
る
は
夢
と
希
望
の
一
年
坊
主

 

西
野
竹　

倉
島
と
み
ほ

雪
柳
た
わ
わ
に
白
を
し
な
ら
せ
て
風
の
リ
ズ
ム
に
合
は
せ
踊
れ
る

 

緑
が
丘
西　

宮
澤　

幸
穂

選
者
詠

点
描
に
こ
ず
ゑ
の
若
葉
け
ぶ
り
つ
つ
く
ぬ
ぎ
山
近
く
遠
く
さ
み
ど
り

入
選

幹
よ
り
も
太
き
走
り
根
遅
桜 

上
田
原　
　

遠
藤　

重
和

と
き
め
き
て
犬
抱
き
上
げ
る
春
霞 

中　

野　
　

本
木　

節
子

黄
梅
や
女
滝
の
如
く
流
れ
咲
く 

常
磐
町　
　

白
鳥　

つ
な

佳
作

今
一
度
ネ
ク
タ
イ
直
し
卒
業
す 

常　

田　
　

松
澤　

昭
一

花
に
触
れ
己
が
命
を
問
ひ
に
け
り 

藤
ノ
木　
　

永
澤　

武
市

春
の
庭
車
座
に
な
り
味
噌
捏
ね
る 

上
室
賀　
　

西
澤
の
ぶ
子

甲
斐
駒
ケ
岳
に
真
向
か
ふ
堤
朝
桜 

大
手
町　
　

谷
井　

照
代

春
寒
や
川
面
に
鷺
の
鋭
き
瞳 

傍　

陽　
　

花
岡　

俊
江

風
強
し
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
に
鴉
の
巣 

常　

入　
　

関　
　

礼
子

日
刊
の
連
載
佳
境
春
疾
風 
福　

田　
　

田
中
優
美
子

揺
り
籠
の
や
ふ
な
日
和
や
梅
の
花 
下
丸
子　
　

三
井
志
げ
子

手
を
伸
ば
し
桜
に
触
れ
る
背
中
の
児こ 

川　

辺　
　

北
村
登
美
子

選
者
吟　

杉
花
粉
風
に
先
頭
あ
り
に
け
り

入
選

締
め
切
り
へ
う
ろ
う
ろ
し
出
す
助
詞
一
つ 

中　
　

村　

佐
藤
た
か
こ

花
に
酔
い
地
球
ま
く
ら
に
人
ね
む
り 

緑
が
丘
西　

宮
澤　

幸
穂

風
通
し
良
い
家
会
話
弾
ん
で
る 

御　
　

所　

手
塚　

利
勝

佳
作

獅
子
頭
口
か
ら
春
が
零
れ
出
す 

国　
　

分　

今
尾
志
津
子

砂
漠
化
を
誰
か
止
め
て
と
黄
砂
飛
ぶ 

生　
　

塚　

小
泉　

廣
紀

朧
ゆ
え
食
に
こ
だ
わ
り
笑
い
あ
う 

中　
　

野　

本
木　

せ
つ

畑
に
種
子
老
い
に
も
夢
の
未
だ
あ
り 

岩　
　

下　

尾
沢
袈
裟
信

落
と
し
物
拾
っ
て
見
れ
ば
俺
の
物 

下
吉
田　

丸
山　

憲
雄

千
の
風
め
っ
き
り
減
っ
た
墓
参
り 

新　
　

田　

小
林
郁
二
朗

旨
す
ぎ
る
話
の
う
ら
の
落
と
し
穴 

常　
　

入　

関　
　

礼
子

モ
デ
ル
嬢
カ
メ
ラ
し
た
が
え
花
の
中 

丸　
　

堀　

長
谷
川　

貢

じ
わ
じ
わ
と
軋
む
音
し
て
地
球
病
む 

城　
　

北　

田
中　

弘
子

選
者
吟

親
娘
し
て
微
笑
み
返
す
い
い
絆

８
月
号
の
投
稿
方
法　

は
が
き
で
①
住
所
②
氏
名
③
自
治
会
名
④
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
別
を
記
入
の
う
え
上
田
市
教
育
委
員
会
ま
で
。

ま
た
、
短
歌
、
俳
句
の
応
募
は
往
復
は
が
き
で
の
投
稿
に
限
り
、
先
生
が
添
削
の
う
え
返
信
し
ま
す（
掲
載
者
は
除
く
）。

◆
住
所　

〒
３
８
６

－

０
０
２
５　

天
神
２

－

４

－

74　

◆
締
め
切
り　

６
月
22
日
㈮
必
着　

　

教
育
総
務
課　

☎
23
・
５
１
０
０
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SCHOOL INTRODUCTION

　

丸
子
北
中
学
校
で
は
、「
自
主
」「
友

愛
」「
鍛
錬
」を
学
校
目
標
に
す
え
、

次
代
を
担
う
心
豊
か
な
た
く
ま
し
い

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
目
標

や
願
い
に
向
け
て
、
本
年
度
も
様
々

な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
特
色

あ
る「
丸
子
コ
ス
モ
ス
大
学
」の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
丸
子
コ
ス
モ
ス
大
学
」は
、
平

成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
一
部

を
活
用
し
、
年
間
10
回
実
施
し
て
い

ま
す
。「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」を
大
切

に
、
講
師
に
は

地
域
の
方
を
招

へ
い
し
、
生
徒

が
保
護
者
や
地

域
の
方
と
と
も

に
探
求
的
に
学

ぶ
場
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度

は
、「
環
境
学

部
」「
ふ
れ
あ

い
学
部
」「
伝
統

学
部
」「
芸
術
学

部
」の
４
群
か

ら
な
る
学
部

に
、「
蛍
学
科
」「
り

ん
ご
作
り
学
科
」「
絵

手
紙
学
科
」「
お
や
き

作
り
学
科
」「
生
け
花

学
科
」な
ど
、
21
の

学
科
を
開
設
し
、
そ

の
内
容
は
た
い
へ
ん

豊
か
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、

１
０
０
人
を
超
え
る

地
域
の
方
が
受
講
を

希
望
さ
れ
、
生
徒
と

一
緒
に
学
習
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
異
な
る
世
代
の
方
々
と

心
が
通
い
合
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
味

わ
い
な
が
ら
、
環
境
保
全
の
大
切
さ

や
農
作
業
の
厳
し
さ
、
地
域
の
伝
統

文
化
を
学
ん
だ
り
、
芸
術
作
品
の
制

作
な
ど
に
一
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
の
学
習
活
動
が
、
生
徒
に

と
っ
て
大
き
な
成
長
の
糧
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
５
月
24
日
に
開
学
式

を
行
い
ま
し
た
。

地域とともに 丸子北中学
ようこそ私たちの学校へ

りんご作り学科

絵手紙学科

　長野県と長野地方気象台が共同して発表する新たな防災情報
です。発表は市町村ごとに行われます。土砂災害警戒情報が発
表された時は、いつ土砂災害が起きてもおかしくない、非常に
危険な状態です。自宅の裏ががけになっている場合などは、早
急に避難を考えましょう。
　県砂防課では、インターネットの「砂防情報ステーション
（http://133.105.11.45/index.html）」で、危険箇所や災害発生の
危険度を表した最新情報を提供しています。
　携帯サイト（iモードhttp://133.105.11.45/i/、ソフトバンク
http://133.105.11.45/v/、Ezweb http://133.105.11.45/e/）を活用
ください。
　長野県土木部砂防課　TEL026・235・7316

　　長野地方気象台防災業務課　TEL026・232・3773

　一瞬にして生命や財産を奪う、土石流・地すべり・
ガケ崩れなどの土砂災害のほとんどは、長雨や大雨が
引き金となって発生します。梅雨の時期を迎えること
から、家の周りの危険箇所を確認し、避難場所や避難
経路を確保しておきましょう。
　土砂災害は、降り続いた雨の量が多くなると発生し
やすく、時間雨量が20ｍｍまたは降り始めからの雨量
が100ｍｍ以上になったら、十分な注意が必要です。
大雨注意報や警報などに注意するとともに、「急に川
の水が黒く濁る」「山鳴りがする」「裏山からパラパラと
小石が落ちている」など、兆候、異常な状況を発見し
た場合や危ないと感じた時は、ためらわずに避難しま
しょう。
　 危機管理室　TEL23・5332

みんなで防ごう土砂災害
６月は土砂災害防止月間

土砂災害警戒情報
６月より運用を開始
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スケッチ
四つ葉

ふるさと再発見ウォークラリー

こどもの日すもう大会

さなだの郷を
歩いたよ

原
地
区
一
帯
の
神
社
や
史
跡
な
ど

を
歩
い
て
め
ぐ
る「
第
７
回
ふ
る

120人のちびっ子
力士が熱戦

月
５
日
、
上
田
城
跡

公
園
の
市
営
す
も

う
場
で「
こ
ど
も
の
日
す

も
う
大
会
」が
開
か
れ
、
ち
び
っ
子
力

士
１
２
０
人
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し

た
。

　

こ
ど
も
の

日
の
恒
例
と

な
っ
た
こ
の

大
会
は
、
市

や
市
教
育
委

員
会
、
市
体

育
協
会
が
主

催
し
、
市
の

相
撲
連
盟
と

相
撲
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が

主
管
。
60
年

以
上
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
園
児
と
小
学
生
が
、年
齢
別
・

学
年
別
の
部
門
で
保
護
者
ら
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
、優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
優
勝
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
保
育
園
・

小
学
校
名
）。

・
園
児
年
少
／
久
保
詩
乃（
長
瀬
）

・
園
児
年
中
／
稲
福
卓（
さ
な
だ
）

・
園
児
年
長
／
藤
極
淋（
西
塩
田
）

・
小
学
１
年
／
久
保
潤
生（
神
川
）

・
小
学
２
年
／
松
田
魁
斗（
西
）

・
小
学
３
年
／
上
原
悠
鈴（
中
塩
田
）

・
小
学
４
年
／
甲
田
隆
晟（
城
下
）

・
小
学
５
年
／
溝
端
翔
宇（
塩
田
西
）

・
小
学
６
年
／
関
晃
佑（
傍
陽
）

さ
と
再
発
見

ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
」が
４

月
28
日
、
本

原
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
を

発
着
点
に
約

３
０
０
名
が

参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
真
田
地
域
に
は
、
真
田
氏
に
関
係

す
る
史
跡
以
外
に
も
貴
重
な
文
化
財
が

た
く
さ
ん
存
在
し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
日
ご
ろ
見
過
ご
し
て
し
ま
い
が

ち
な
文
化
財
や
史
跡
を
歩
い
て
再
発
見

し
よ
う
と
、
毎
年
コ
ー
ス
を
変
え
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
こ
ふ
じ
塚
や
真
田
氏
館

跡
、
武
士
清
水
、
出
早
雄
神
社
な

ど
６
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
郷
土
史
研
究
会
の
方
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、
約
５
㎞
の
コ
ー
ス

を
歩
き
ま
し
た
。
小
玉
神
社
で
は
、

地
域
に
伝
わ
る
民
話
を
紙
芝
居
に

し
て
い
る「
ミ
ミ
ー
ル
の
会
」に
よ

る
紙
芝
居
が
上
演
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
歩
い
て
き
た
疲
れ
も
い
っ

と
き
忘
れ
て
熱
心
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

腹
ぺ
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
ゴ
ー

ル
す
る
と
ち
ょ
う
ど
お
昼
。
大
会

役
員
が
朝
か
ら
大
鍋
で
作
っ
た
通

称
・
さ
な
だ
汁
が
好
評
で
、
家
族

連
れ
や
友
だ
ち
同
士
で
楽
し
く
昼

食
を
と
り
ま
し
た
。

本

５
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風におよぐ市之瀬の鯉

親業訓練で心のかけ橋づくり

コミュニケーションの
達人になろう

こいのぼりで
地域に元気と笑顔を

生
、
見
て
！ 

つ
か
ま
え
た

よ
」。
風
が
や
む
と
子
ど
も

た
ち
は
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
か
ま
え
よ
う

と
、
追
い
か
け
た
り
、
跳
び
あ
が
っ
た

り
。
武
石
の
市
之
瀬
地
区
で
毎
年
こ
の

時
期
恒
例
の
こ
い
の
ぼ
り
が
今
年
も
あ

が
り
、
散
歩
に
来
た
武
石
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
５
月
９
日
、
こ
い
の
ぼ
り
の

下
で
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
風
に
お
よ
ぐ
市
之
瀬
の
鯉
」は
、
地

区
の
結
束
を
強
め
、
村
お
こ
し
に
な
れ

ば
と
市
之
瀬
地
区
で
始
め
て
今
年
で
９

年
目
に
な
り
ま
す
。
市
之
瀬
地
区
を
中

心
に
使
わ
な
く
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を

寄
せ
て
も
ら
い
、
１
０
０
匹
以
上
が
毎

年
元
気
に
泳
い
で
い
ま
す
。

　

５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
に
は
、
恒

例
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
青
空
の
下
、

焼
肉
や
焼
き
鳥
、
手
づ
く
り
の
と
ん
汁

な
ど
を
食
べ
た
り
、
く
じ
引
き
な
ど
の

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
大
勢
の
区
民
が
集
ま
り
た

い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

を
受
け
な
が
ら
、
自
分
を
知
る
こ
と
、

相
手
に
意
思
を
伝
え
る
こ
と
を
実
践
し

て
い
く
内
容
で
、
子
ど
も
の
悩
み
の
サ

イ
ン
を
見
つ
け
、
親
で
あ
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
学
ぶ
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
下
旬
に
は
、
鈴
木
先
生
に
よ
る

親
業
講
演
会
も
同
会
場
で
開
催
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
訓
練
は
親
子
関
係
以
外
で
も
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
職
場
で
も
使
え
る
。

親
の
立
場
か
ら
意
見
を
押
し
付
け
が
ち

だ
が
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
心
を
傾
け

た
い
」と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

親

「
先

の
役
割
と
は
何
か
を
考
え
、

親
子
が
本
当
の
気
持
ち
を

話
し
な
が
ら
、
心
の
絆
を
深
め

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
訓
練
を
行
う「
親
業（
お
や
ぎ
ょ
う
）」

訓
練
の
入
門
講
座
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
丸
子
地
区
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
3
月

31
日
と
4
月
14
日
、
丸
子
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

親
と
し
て
の
日
常
生
活
で
の
言
葉
の

使
い
方
や
子
ど
も
の
行
動
か
ら
親
子
関

係
を
考
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
の
入
門
編
は
全
６
時
間
過
程
で
、
東

京
に
あ
る
親
業
訓
練
協
会
か
ら
鈴
木
み

ど
り
先
生
を
講
師
に
招
き
、
こ
れ
か
ら

結
婚
す
る
方
や
親
に
な
る
方
、
高
校
生

を
子
に
持
つ
方
な
ど
幅
広
い
年
代
の
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
は
、
鈴
木
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
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・
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発
行
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編
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上
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0268・
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古紙100％の再生紙と環境に
優しい大豆インクを使用しています。

市政提言電話（留守録）：0268・25・2539  市政提言FAX : 0268・23・5111  市政提言メール： mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL : http://www.city.ueda.nagano. jp/

人口：161,122人　男：78,874人　女：82,248人　世帯数：61,268戸　外国人登録者数：5,840人　男：2,864人　女：2,976人

人の動き （平成19年5月1日現在）

し
き
お
り
お
り

大円寺のしだれ桜
撮影／長谷川貢さん（上田・中央）

きれいなしだれ桜の写真を送ってくれた
のは、長谷川貢（はせがわ・みつぐ）さん。
「上田城跡の桜が終わるころ、富士山の
山ろくにある大円寺のしだれ桜が見事で
した」。

三反田区誌の
発刊式
提供／高野典男さん
　　　（上丸子・三反田）
「４月14日に行なわれた『三反田今昔物語』の発刊式の様子です」と写真を
送ってくれたのは、上丸子・三反田区長の高野典男（たかの・のりお）さん。
区の歴史を後世に伝えようと平成17年から編さんを続け、このほど発刊に
至ったとのことです。
「三反田は旧丸子町の中心部にあり、“工業の町”として栄えた丸子の礎を
築いた『依田社』（大正時代の製糸結社）発祥の地。区誌には、三反田区の明
治から現代までの様々な写真や地図、資料などを多数掲載し、読みやすく
なっています」とのこと。同区誌は販売もしているそうです。購入希望の
方は高野区長さん（TEL42・2457）まで。
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